
越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
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の
調
査
研
究

池

田

正
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は
じ
め
に

て
ん
み
よ
y

茶
の
湯
の
釜
と
し
て
、
東
の
天
命
、
西
の
芦
屋
は

双
壁
と
さ
れ
て
い
る
。
天
命
釜
は
栃
木
県
佐
野
市
の

佐
野
庄
天
命
で
作
ら
れ
、
生
活
用
品
の
湯
釜
を
祖
形

し
ん
な
り

と
し
て
い
る
。
一
方
、
芦
屋
釜
は
真
形
と
い
う
釜
形

を
あ
み
出
し
、
福
岡
県
芦
屋
町
あ
た
り
の
遠
賀
川
河

口
周
辺
で
作
ら
れ
、
室
町
期
に
大
内
氏
の
も
と
で
最

盛
期
を
迎
え
た
が
、
大
内
氏
の
滅
亡
と
機
を
一
に
し

て
衰
退
し
、
他
の
地
方
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
さ
れ

る
。
前
者
を
筑
前
芦
屋
、
後
者
を
脇
芦
屋
あ
る
い
は

芦
屋
系
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
越
前
芦
屋
釜
は
脇
芦
屋

の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
、
当
時
か
ら
芦
屋
釜
に
加
え

ら
れ
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
越
前
で
は
芦
屋

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究 4 7の4・5

系
の
流
入
以
前
か
ら
茶
釜
を
産
し
て
お
り
、
古
来
か

ら
の
釜
形
(
天
命
系
の
釜
形
)
と
芦
屋
系
の
釜
形
と

の
混
合
形
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
尻
が
重
く

て
地
金
が
硬
く
錆
び
難
い
の
で
丈
夫
で
長
持
ち
」
と

の
定
評
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
ま
で
鋳
物
業
が
継

承
さ
れ
、
生
活
必
需
品
の
鍋
・
釜
・
湯
釜
を
産
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
古
い
時
代
の
越
前
芦
屋
釜
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

第
1
章
で
は
越
前
芦
屋
釜
に
関
す
る
近
世
の
文

献
、
近
現
代
の
研
究
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
成
果
や

特
徴
・
問
題
点
・
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

田
?
っ
。第

2
章
で
は
前
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
関

す
る
筆
者
の
調
査
内
容
を
記
し
て
み
た
い
。

第
1
章
、
越
前
芦
屋
釜
の
研
究
史

ー
、
近
世
の
文
献
資
料

1

1

、
西
村
道
冶

京
釜
師
西
村
家
の
=
一
代
当
主
で
あ
り
、
釜
作
の
家

業
を
継
、
ぎ
、
茶
釜
の
研
究
も
行
い
、
い
く
つ
か
の
著

作
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
釜
師
が
茶
釜
の
目

利
き
と
し
て
極
め
(
鑑
定
書
)
を
書
い
て
い
る
。
道
治

筆
の
極
め
書
き
は
釜
と
共
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
数

奇
品
で
あ
る
た
め
公
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

男

名
物
釜
所
持
名
寄
は
芦
屋
釜
を
三
十
九
口
、
天
命

釜
三
十
八
口
、
京
釜
七
十
一
口
を
挙
げ
、
そ
の
名
称
、

作
者
ま
た
は
産
地
、
特
徴
、
所
持
者
経
歴
な
ど
を
伝

承
や
古
記
な
ど
を
参
考
に
し
て
列
記
し
て
い
る
。
芦

屋
釜
三
十
九
口
中
に
越
前
作
の
釜
三
口
を
芦
屋
に
含

め
て
記
し
て
い
る
。
就
中
、
油
屋
釜
は
堺
の
油
屋
浄

祐
の
所
蔵
に
由
来
す
る
命
名
で
あ
り
、
松
江
城
主
松

平
不
味
公
の
大
名
物
釜
と
し
て
著
名
で
、
『
雲
州
蔵

帳
図
鑑
』
(
白
崎
秀
雄
著
)
や
『
茶
道
美
術
全
集
釜
』

(
蔵
田
蔵
著
)
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

道
冶
の
著
作
は
多
く
の
伝
本
が
あ
り
、
現
代
に
至

る
ま
で
鑑
定
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

①
名
物
釜
所
持
名
寄
(
『
あ
し
や
の
釜
』
長
野
姪
志
著
よ
り
)

・

芦

屋

(

中

略

)

越

前

上

作

小

出

仁

左

衛

門

真
形
釜
地
紋
殿
麟

越
前
上
作
東
山
殿
所
持

槍
垣
釜
鍍
付
瓶
子
地
紋
檎
垣

(
中
略
)

上
代
作
油
屋
浄
祐
所
持

油
屋
釜
古
越
前
松
竹
梅
こ
し
き
口
輪
違
地
紋

釣

ト

銀

モ

有

田

屋

常

甫

袋
屋
宗
吉

(
後
略
)

②
釜
師
之
由
緒

(
『
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
」
香
取
秀
真
著
よ
り
)
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一
、
芦
屋
筑
前
国

一

、

上

代

極

上

作

凡

五

百

年

二

、

中

代

同

四

百

年

=
一
、
中
代
春
延
ト
書
三
百
年

末

百

五

十

年

釜
鋳
元
祖
ハ
土
御
門
院
建
仁
年
中
栂
尾
明
恵
上
人

筑
前
国
芦
屋
ニ
テ
茶
湯
釜
初
而
令
鋳
之
。

一
、
天
猫

一

、

上

代

極

上

作

四

百

年

二

、

中

代

三

百

年

三

、

中

代

二

百

年

末

百

五

十

年

天
猫
ハ
坂
東
冶
工
上
作
也
是
元
祖
也
佐
野
天
明
小

田
原
天
猫
ハ
二
代
目
ヨ
リ
有
之
天
猶
ト
文
字
有
事
ア

リ
名
ハ
天
命
ト
書
小
堀
遠
州
公
御
改
メ
天
明
ト
書
古

誼
云
天
猫
ト
書
事
ヨ
シ
ト
依
テ
吾
家
ノ
誼
文
ニ
ハ
右

之
文
字
書
之
。

一
、
越
前

一
、
上
代
コ
一
百
年

二

、

中

代

二

百

年

末

百

五

十

年

一
、
関
東
作

束
三
十
三
国
之
冶
ヱ
皆
天
猫
之
末
葉
也
古
天
猫
佐

野
小
田
原
三
作
之
外
ハ
下
手
成
ニ
依
テ
坂
東
作
物
ヲ

関
東
作
ト
イ
フ
。
(
中
略
)

此
一
巻
者
元
祖
ヨ
リ
書
付
有
之
反
古
取
集
ナ
ヲ
又

若
年
ヨ
リ
相
伝
ノ
趣
書
記
市
巳
。

元
禄
十
三
庚
辰
年
霜
月
三
日
孝
知
家
道
冶
(
花
押
)

1
i
2
、
大
西
浄
雪

京
釜
師
大
西
家
の
十
代
当
主
で
釜
作
の
家
業
を
継

ぎ
、
更
に
茶
釜
の
研
究
も
行
い
釜
の
著
作
を
残
し
て

い
る
。
ま
た
釜
の
箱
極
め
も
多
く
残
し
て
い
る
。
『
新

撰
茶
之
湯
釜
図
録
』
(
香
取
秀
真
著
)
や
「
茶
之
湯
釜

全
集
越
前
・
伊
勢
』
(
長
野
姪
志
著
)
に
は
浄
雪
極

め
の
越
前
作
の
鶴
首
釜
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
浄
雪
著
の
「
釜
之
図
八
巻
』
に
は
三
千
家
等

に
伝
わ
る
釜
お
よ
そ
=
一
百
口
の
実
寸
大
の
釜
形
図
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
油
屋
芦
屋
写
」
と

あ
り
、
大
名
物
油
産
釜
の
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
浄
雪
は
古
名
物
の
模
写
に
も
巧
み
で

あ
り
、
浄
雪
自
身
の
古
希
を
記
念
し
て
鶴
首
釜
七
十

口
を
作
っ
た
と
の
所
伝
が
あ
る
。
ち
な
み
に
『
ト
深

庵
蔵
書
写
釜
形
写
絵
図
」
で
は
油
屋
釜
と
見
ら
れ

る
実
寸
大
の
釜
形
図
を
載
せ
て
お
り
、
一
文
字
羽
で

生
底
の
釜
図
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
雲
州
蔵
帳

図
鑑
』
や
『
茶
道
美
術
全
集
釜
」
に
載
せ
て
い
る

図
版
で
は
羽
落
と
し
で
替
え
底
と
な
っ
て
い
る
。
油

屋
釜
の
原
形
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。

①
釜
之
図
八
巻
(
『
釜
の
研
究
』
木
下
桂
風
著
よ
り
)

目
録

・
阿
弥
陀
堂

大

阿

弥

陀

堂

利

休

好

中

阿

弥

陀

堂

利

休

好

小

阿

弥

陀

堂

利

休

好

小

阿

弥

陀

堂

有

楽

好

小

阿

弥

陀

堂

覚

々

斎

好

善
光
寺
小
阿
弥
陀
堂

朝

顔

御

物

油

屋

芦

屋

写

ア

ン

コ

(

中

略

)

此
八
巻
之
儀
者
、
三
千
家
井
名
物
其
外
諸
流
好
形

物
、
古
来
よ
り
切
形
木
形
所
持
難
有
之
正
図
記
無
之

に
付
、
此
度
致
穿
撃
正
に
相
記
置
者
也
、
及
後
年
本

形
紛
敷
節
は
、
此
正
図
を
以
可
為
証
拠
候
、
柳
無
疑

論
候
、
依
て
秘
書
如
件
。

天
保
十
四
笑
卯
年
霜
月
日

行
年
六
十
七
歳

九
代
巨
大
西
浄
雪

長

喬

花

押

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



55 

な
お
『
釜
之
図
八
巻
」
の
目
録
は
木
下
桂
風
の
『
釜
の
研
究
』
よ
り

引
用
し
た
が
、
あ
い
う
え
お
順
に
記
載
さ
れ
て
お
り
時
代
的
に
奇
異

で
あ
る
。
あ
る
い
は
木
下
が
並
べ
替
え
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

1

3

、
坂
本
周
斎

『
名
物
釜
所
持
名
寄
』
(
西
村
道
冶
著
)
に
釜
所
持

者
と
し
て
記
載
が
あ
り
、
道
冶
と
同
時
代
の
茶
人
で

あ
る
。
茶
人
で
あ
り
な
が
ら
、
鑑
定
に
関
す
る
著
作

を
残
し
て
い
る
。
香
取
秀
真
は
そ
の
著
『
新
撰
茶
之

湯
釜
図
録
』
の
中
で
「
茶
人
の
中
で
釜
に
関
す
る
事

杯
を
よ
く
書
き
残
し
て
い
る
の
は
た
だ
『
茶
道
茎

蹄
』
の
著
者
一
人
あ
る
の
み
で
あ
る
。
『
閑
事
庵
宗

信
自
記
』
の
筆
者
、
坂
本
周
斎
な
ど
は
、
釜
師
か
ら

聞
き
伝
え
た
こ
と
を
少
し
ば
か
り
記
述
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
皮
相
の
観
察
で
到
ら
ざ
る
事
遠
し
と
い

い
得
る
の
で
あ
る
o
」
と
手
厳
し
い
。

一
方
、
長
野
垣
志
は
『
あ
し
や
の
釜
』
の
中
で
、

西
村
道
冶
と
大
西
浄
雪
の
著
述
を
評
し
た
後
、
「
以

上
二
者
共
系
統
的
に
は
何
等
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

し
、
一
般
的
著
書
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、

遂
に
暖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宗
信

自
記
な
ど
は
要
領
を
得
て
い
る
。
(
中
略
)
仲
々
要

点
を
良
く
書
い
て
い
て
鑑
定
の
秘
訣
と
も
云
え
る
が

事
実
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
O
L

と
評
価
し
て
い
る
。

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

越
前
芦
屋
釜
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
特
徴
を
記

し
て
お
り
、
鑑
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
よ
く
伝
え
て
い

る。
①
関
事
庵
宗
信
自
記
(
「
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
』
よ
り
)

釜
之
部

・
芦
屋
釜

土
御
門
院
建
仁
之
頃
筑
前
之
国
芦
屋
ニ
テ
、
明
恵

上
人
始
而
鋳
サ
シ
ム
今
ノ
芦
屋
ナ
リ
。
紫
金
ハ
ダ

薄
ク
上
作
、
後
ニ
東
山
公
御
好
ニ
テ
土
佐
光
信
ニ

下
絵
十
二
形
仰
付
ラ
レ
、
時
ノ
名
人
ヲ
撰
ミ
是
ヲ

鋳
ル
、
松
竹
梅
楓
ナ
ド
四
季
サ
マ
ザ
マ
十
二
ア

リ
、
土
佐
家
ニ
控
有
之
由
、
此
頃
ノ
釜
極
上
作
ニ

テ
数
多
鋳
ル
、
今
古
芦
屋
ト
云
ハ
此
時
代
ヲ
云
。

(
中
略
)

薮
サ
キ
平
タ
ク
丸
キ
ハ
極
上
作
、
ヒ
ラ
ロ
ッ
プ

レ
、
口
裏
ヘ
ギ
タ
ル
如
ク
ノ
作
、
極
上
作
ハ
内
ニ

瞬
櫨
ノ
筋
ア
リ
、
越
前
ニ
ハ
ナ
シ
、
筑
前
芦
屋
ニ

モ
時
代
若
キ
ニ
ハ
ナ
シ
、
肌
ハ
岩
肌
、
縮
緬
、
引

肌
ア
リ
、
絹
肌
ア
リ
、
鋳
型
砂
入
ノ
土
ナ
レ
パ
肌

サ
マ
ザ
マ
ニ
付
ク
、
尤
生
釜
ナ
リ
、
焼
釜
ハ
時
代

後
ナ
リ
、
天
明
モ
同
ジ
。
(
中
略
)
肌
焼
付
ル
事

ハ
興
次
郎
始
テ
作
ル
ト
云
フ
(
中
略
)
芦
屋
天
明

ノ
贋
物
ハ
肌
ヲ
コ
ト
更
ニ
付
ル
モ
ノ
故
ニ
釜
ヲ
焼

ク
、
生
釜
ニ
テ
ハ
出
来
ズ
、
皮
ム
キ
残
リ
、
口
ノ

内
又
環
付
ニ
モ
残
ル
、
写
シ
ハ
焼
釜
ナ
レ
パ
口
モ

丸
ク
肌
モ
ヌ
メ
リ
ア
リ
。
(
中
略
)

永
正
ノ
頃
播
州
ニ
テ
芦
屋
ヲ
写
ス
、
永
禄
ノ
頃
伊

勢
ニ
テ
モ
写
ス
。
(
中
略
)

・
天
明
釜

天
明
ハ
佐
野
、
小
田
原
、
但
佐
野
二
代
目
頃
ヨ
リ

小
田
原
ニ
テ
モ
鋳
ル
。
函
根
ヨ
リ
江
戸
方
惣
名
関

東
作
ト
イ
フ
。
薮
ハ
先
々
角
ト
ガ
リ
口
裏
ザ
ラ
ッ

ク
、
湯
口
ホ
リ
シ
口
ヨ
リ
霞
打
コ
ト
ア
リ
、
ヒ
キ

肌
、
岩
ハ
ダ
、
絹
肌
等
イ
ロ
イ
ロ
ア
リ
、
岩
肌
ハ

責
紐
釜
也
。
束
三
十
三
ヶ
国
ノ
作
皆
天
明
ノ
末
ナ

リ
、
但
=
一
十
=
一
ヶ
国
所
々
ノ
土
ニ
テ
鋳
型
ヲ
作

ル
、
紋
堅
シ
、
堅
土
和
ラ
カ
土
モ
ア
ル
ナ
レ
パ
肌

イ
ロ
イ
ロ
ニ
カ
ハ
ル
o

(

中
略
)

-
芸
且蓋

ハ
紹
鴎
時
代
ニ
ア
リ
テ
ハ
鉄
蓋
ナ
リ
、
紹
鴎
始

テ
石
目
ノ
桔
梗
ツ
マ
ミ
ヲ
好
ム
(
中
略
)
芦
屋
天

明
ハ
鉄
蓋
也
、
ツ
マ
ミ
ヲ
折
リ
後
サ
マ
ザ
マ
ニ
カ

ワ
ル
ナ
リ
唐
金
蓋
利
休
初
テ
好
ミ
、
ツ
マ
ミ
四
ツ

カ
ナ
透
キ
茄
子
ト
云
、
古
代
蓋
ハ
裏
ニ
糸
目
ア

リ
。
(
中
略
)

大
阪
戸
田
一
玄
庵
主
所
蔵
候
故
、
同
所
植
村
以
文
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四
十
七
巻
四
・
五
合
併
号

堂
了
清
翁
ヨ
リ
被
贈
、
時
明
治
十
九
年
初
秋
目
、
兵

庫
県
切
戸
町
宇
磨
谷
氏
ヨ
リ
被
贈
借
写
者
也
。

1

4

、
稲
垣
休
皇

表
千
家
の
茶
人
で
『
茶
道
筆
蹄
』
を
著
し
た
。
本

書
の
網
目
は
も
と
湛
然
先
師
の
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
後
大
阪
の
人
略
庵
厳
な
る
も
の
が
そ
の
師

黙
々
庵
に
つ
い
て
各
網
目
の
精
し
い
注
釈
を
得
て
遂

に
こ
の
一
書
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
「
茶
道
全
集
日
」

「
茶
道
釜
蹄
に
つ
い
て
」
加
藤
唐
九
郎
著
よ
り
)

香
取
秀
真
は
そ
の
著
「
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
』
の

中
で
「
茶
人
の
中
で
釜
に
関
す
る
事
杯
を
よ
く
書
き

残
し
て
い
る
の
は
た
だ
『
茶
道
筆
蹄
』
の
著
者
一
人

あ
る
の
み
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
本
編
で

は
釜
作
者
と
四
十
八
口
の
釜
を
挙
げ
て
特
徴
を
記
し

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
脇
芦
屋
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
し
、
越
前
作
の
記
述
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
真
一

形
釜
に
つ
い
て
の
説
明
文
を
挙
げ
て
お
く
。
続
編
は

茶
道
界
で
の
聞
き
書
き
で
あ
る
が
、
釜
の
記
事
は
少

な
く
、
越
前
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
参

考
ま
で
に
釜
肌
の
記
述
を
挙
げ
て
お
く
。

①
茶
道
笠
蹄
巻
之
=
一

・
釜
作
者
之
部

芦

屋

筑

前

明
恵
上
人
始
て
釜
を
命
ず
と
い
ふ

小
田
原
河
内
天
猫
は
茶
釜
師
に
あ
ら
ず

河
内
天
猫
は
文
字
天
明
也

天
猫
の
脇
作
其
外
江
戸
作
を
一
同
に
関

東

作

と

い

ふ

。

(

中

略

)

・
釜
形
之
排

真
形
シ
コ
ロ
羽
か
た
の
つ
か
ぬ
を
鶴
首
真
形
と

い
ふ
。

芦
屋
天
猫
に
多
し
。
其
後
ハ
此
写
し
な
り
。
古

作
ゆ
へ
好
し
れ
ず
。
底
に
煙
返
し
と
い
ふ
て
細

き

輪

あ

り

。

(

後

略

)

②
茶
道
聞
書
集
乙
巻
(
茶
道
筆
蹄
続
編
)

-

百

十

八

釜

之

肌

(

中

略

)

柚
肌
橘
柚
の
如
き
肌
を
云

総
肌
な
め
ら
か
な
る
を
云

挽
肌
聴
櫨
の
挽
目
有
を
云

ハ
ヂ
キ
肌
あ
ら
き
は
だ
を
云

肌

の

名

猶

あ

る

べ

し

(

後

略

)

1

5

、
そ
の
他

そ
の
他
の
近
世
の
丈
献
を
挙
げ
て
お
く
。

①
万
賓
全
書
巻
八

・
和
漢
諸
道
具
見
知
紗
炉
釜
之
部

一
、
芦
屋
釜
上
作
筑
前
之
内

伏
見
院
之
御
宇
弘
安
比
也
、
紋
に
松
竹
梅
有
其

天
猫

関
東

他
、
地
紋
品
多
し
。

一
、
天
命
上
作
上
野
之
内

関
東
釜
な
り
伏
見
院
之
御
宇
な
り
太
平
記
三
十

巻
目
に
此
釜
の
事
委
し
く
載
た
り
鋳
形
紋
乃
模

様
あ
り
或
ハ
な
き
も
あ
り
。
(
中
略
)

一
、
肥
前
釜
利
休
時
代

一
、
越
前
釜
東
山
殿
時
代

一
、
伊
勢
津
釜
太
閤
時
代

一
、
石
見
釜
同

一
、
播
磨
釜
芦
屋
時
代
よ
り
此
か
た
な
り
、
芦
屋

に
よ
く
似
た
り
下
作
。

一

、

堺

釜

寛

永

之

末

よ

り

在

之

(

中

略

)

右
和
漢
道
具
之
一
書
者
万
一
往
往
粗
存
者
難
在

之
。
未
成
備
今
也
。
幸
町
得
見
浪
花
所
生
網
干
氏
某

世
々
有
所
為
秘
全
乃
強
乞
而
求
之
。
附
会
以
補
閥
略

全
備
節
目
図
解
而
鎮
子
諸
梓
者
か
也
。

子
時
元
禄
七
甲
成
孟
春
吉
辰
。

②
茶
家
酔
古
集
(
巻
1
)

鋳
冶
略
系

・
芦
屋

筑
前
芦
屋
地
名
ナ
リ
応
永
ノ
コ
ロ
珠
光
紹
鴎
ヘ
カ

カ
ル
松
竹
梅
薮
九
枚
ホ
ノ
絵
ア
リ
応
、
水
ノ
コ
ロ
ヨ

リ
永
正
ノ
頃
マ
デ
ヲ
古
芦
屋
ト
イ
フ
。
芦
屋
鋳
工
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越
前
ニ
テ
芦
屋
ニ
甚
ヨ
ク
似
タ
ル
釜
出
タ
リ
コ
レ

ヲ
越
前
芦
屋
ト
イ
フ
。

-
天
明

下
野
国
佐
野
大
田
原
天
明
地
名
ナ
リ
又
天
猶
ト
モ

イ
フ
正
長
ノ
頃
ヨ
リ
天
文
ノ
コ
ロ
迫
ヲ
古
天
明
ト

イ
フ
。
(
後
略
)

③
鋳
家
系
(
名
越
昌
孝
著
)
(
「
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
』
よ
り
)

.
芦
屋

弘
安
ノ
頃
筑
前
ノ
国
芦
屋
ノ
里
ニ
テ
初
テ
釜
ヲ
鋳

ル
、
其
後
応
永
ノ
頃
館
子
一
官
真
如
良
ト
云
異
国
人

来
朝
、
ン
テ
、
同
所
ニ
於
テ
釜
ヲ
鋳
ル
至
テ
上
作
也
、

是
芦
屋
釜
ノ
始
也
。
応
永
ノ
頃
ヨ
リ
永
正
マ
デ
ヲ
古

芦
屋
ト
云
フ
、
大
永
ノ
頃
ヨ
リ
天
正
ノ
頃
マ
デ
ヲ
後

芦
屋
ト
云
フ
ナ
リ
、
芦
屋
鋳
物
師
ノ
末
今
ハ
同
国
博

多
ニ
移
テ
釜
ヲ
鋳
ル
、
博
多
釜
ト
云
フ

0

・
天
明

弘
安
ノ
頃
下
野
国
佐
野
大
田
原
天
明
ト
云
フ
所
ニ

テ
釜
ヲ
鋳
ル
是
天
明
ノ
始
ナ
リ
(
天
猫
ト
モ
云
フ
)
、

正
長
ノ
頃
ヨ
リ
天
文
ノ
頃
マ
デ
ヲ
古
天
明
ト
云
、
古

代
ハ
雑
器
多
シ
、
今
モ
雑
器
ヲ
鋳
ル
。

④
銘
器
秘
録
(
著
者
不
明
)
(
『
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
」
よ
り
)

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

-
芦
屋

形
い
ろ
い
ろ
あ
り
地
紋
松
竹
梅
菊
桐
草
花
山
水
生

類
文
字
い
づ
れ
も
絵
か
ら
見
事
也
、
惣
じ
て
作
り

薄
く
地
な
ま
ず
肌
と
て
艶
々
し
く
口
作
り
尋
常

也
、
大
か
た
は
口
広
く
釜
の
甲
短
く
尤
台
底
は
稀

也
、
環
付
色
々
あ
り
、
但
し
上
作
を
真
の
手
と
い

う
、
自
然
に
は
薮
あ
る
も
あ
れ
ど
も
こ
れ
は
下
作

な
り
。

-
関
東
天
明
号
又
天
猫

形
色
々
あ
り
無
紋
多
し
、
自
然
丈
字
又
は
す
じ
杯

あ
り
石
臼
あ
り
縮
緬
肌
と
て
鋳
は
だ
見
事
な
り
、

惣
じ
て
作
り
厚
し
、
口
作
り
細
く
厚
手
成
る
が
多

し
、
環
付
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
自
然
霞
あ
り
興
次
郎

同
せ
ん
に
見
事
也
、
薄
手
に
て
巣
多
く
か
ね
や
は

ら
か
な
る
は
煮
え
よ
し
、
尤
も
台
底
用
ゆ
、
但
し

上
作
を
天
明
と
い
ふ
、
上
野
下
野
の
惣
名
也
。

⑤
雲
州
松
平
家
御
蔵
帳
(
『
茶
道
全
集
』
よ
り
)

・
宝
物
之
部

油
屋
肩
衝
利
休
文
若
狭
盆
油
屋
浄
祐
秀
吉

公
家
康
公
土
井
利
勝
冬
木
喜
平
治
天
明
=
一
伏

見
屋
千
五
百
両
(
位
金
一
万
両
)
(
中
略
)

・

大

名

物

之

部

(

中

略

)

芦

屋

油

屋

釜

二

百

両

油
屋
浄
祐

京
都
ヨ
リ

(
中
略
)

・
中
興
名
物

東
陽
一
房
興
次
郎

.
名
物
並
之
部

利
休
小
尻
張
興
次
郎

芦
屋
真
形
松
竹
梅
京

寛
政

(
中
略
)

(
中
略
)

冬
木

竹
中
山
百
五
十
両

樋
口
源
左
衛
門
寛
政

伏
見
屋
銀
十
缶
目

小

阿

弥

院

堂

興

次

郎

竹

忠

丸

釜

興

次

郎

京

広

沢

仁

左

衛

門

古
天
明
責
紐

古
天
明
薮

高
代
屋
興
次
郎

=
一
玄
院
興
次
郎

寛
政

一
一
古
臼
工
向

竹

忠

百

両

京

谷

定

百

両

大
徳
寺
法
会
院
(
雪
川
)

大
徳
寺

(
中
略
)

位
銀
五
十
両

(
位
百
両
)

竹

忠

五

十

両

-
上
之
部

安

楽

庵

浄

昧

野

溝

芦

屋

添

幅

宗

甫

丈

古
天
明
常
張

少
庵
薮
興
次
郎
作

公

用

少

庵

公

用

興

次

郎

冬
木
松
平
周
防
守
伝
来
(
位
金
十
枚
)

藤
右
衛
門
少
庵
寄
附
(
位
金
五
十
両
)
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雲
龍
小
常
張

(
後
略
)

1

6
、
近
世
の
文
献
資
料
の
ま
と
め

西
村
道
冶
は
釜
師
の
自
家
に
伝
わ
る
伝
承
や
書
付

等
を
整
理
し
、
名
物
釜
所
持
名
寄
せ
を
著
し
た
。
こ

の
著
は
後
世
の
バ
イ
ブ
ル
的
著
作
で
あ
っ
た
よ
う
で

多
く
の
伝
本
が
存
在
す
る
。
特
に
当
時
の
名
物
釜
三

口
を
越
前
芦
屋
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
次
い
で
大
西

浄
雪
も
釜
師
の
家
系
で
あ
り
、
多
く
の
極
め
を
す
る

と
と
も
に
自
家
秘
蔵
の
釜
図
録
を
著
し
た
。
し
か
し

今
日
、
公
に
な
っ
て
い
る
資
料
で
越
前
芦
屋
は
鶴
首

釜

1
口
の
み
で
あ
る
。
坂
本
周
斎
は
茶
人
で
あ
る
が

閑
事
庵
宗
信
自
記
に
釜
の
極
め
に
関
す
る
釜
師
の
諸

伝
を
童
聞
き
伝
え
た
が
、
越
前
芦
屋
釜
の
記
述
は
見
当

ら
な
い
。

以
上
、
越
前
芦
屋
釜
文
献
資
料
の
全
て
が
中
央
の

資
料
で
あ
り
、
地
元
の
資
料
は
検
出
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
当
地
の
釜
と
を
比
較
検
討
し
た
気
配
も
見

出
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
前
出
の
文
献
は
越

前
芦
屋
釜
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
り
、
近
現
代
の
研
究

の
足
が
か
り
を
供
し
た
。
特
に
大
名
物
と
し
て
不
味

公
が
所
持
し
た
油
屋
釜
が
伝
来
し
て
い
る
意
義
は
大

き
い
。

興
次
郎

切
人

五
十
両

2
、
近
現
代
の
研
究
資
料

2

1

、
木
下
桂
風

茶
道
全
般
に
通
じ
て
お
り
、
特
に
茶
釜
の
鑑
識
鑑

賞
に
関
し
て
釜
師
大
西
浄
長
(
清
右
衛
門
)
に
教
え

を
受
け
、
大
西
家
門
外
不
出
の
大
西
浄
雪
著
『
釜
図

録
』
の
開
示
を
受
け
た
。
し
か
し
著
書
の
図
録
に
は

越
前
芦
屋
釜
の
記
載
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
「
越
前

芦
屋
の
地
紋
は
浅
く
、
筑
前
芦
屋
の
地
紋
は
深
い
L

な
ど
と
あ
り
、
他
に
は
記
載
が
な
い
事
柄
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
大
西
浄
長
(
清
右
衛
門
)
は
「
釜
の

作
行
』
を
書
い
て
い
る
が
、
木
下
桂
風
著
『
釜
の
研

究
」
と
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
加
藤
義

一
郎
(
逸
庵
)
の
『
釜
』
も
同
じ
よ
う
な
構
成
で
あ

る
。
よ
っ
て
木
下
・
大
西
は
共
著
の
性
格
の
も
の
と

考
え
ら
れ
、
加
藤
も
仲
間
内
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
も
の
と
見
ら
れ
、
前
記
の
越
前
芦
屋
の
特
徴
は
大

西
家
の
家
伝
に
拠
っ
た
も
の
を
得
て
、
共
有
的
に
利

用
し
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
『
釜
師
系
譜
』
に
は
、
「
越
前
芦
屋
越
前

回
(
今
立
郡
)
芦
屋
」
と
記
し
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

①
釜
発
達
史

(
「
釜
の
研
究
」
昭
和
ロ
年
刊
。
た
だ
し
(
)
は
『
釜
』
昭
和
お
年
刊
よ
り
)

-
芦
屋
系
統

芦
屋
に
は
播
州
芦
屋
、
越
前
芦
屋
、
筑
前
芦
屋
、

伊
勢
芦
屋
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中
、
名
物
釜
を
出
し

た
の
は
越
前
と
筑
前
で
あ
る
(
が
、
こ
と
に
筑
前
芦

屋
の
方
に
真
の
名
物
釜
が
多
い
。
た
ま
た
ま
伊
勢
芦

屋
、
播
州
芦
屋
と
称
す
る
釜
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ

る
が
、
名
物
釜
と
し
て
の
見
識
も
な
け
れ
ば
品
格
も

な
い
。
(
中
略
)
芦
屋
釜
の
最
初
の
型
状
は
真
一
形
で

あ
る
。
越
前
芦
屋
も
筑
前
芦
屋
も
こ
の
真
形
が
一
番

古
く
ま
た
最
上
級
で
あ
る
。
(
中
略
)
芦
屋
釜
は
地

紋
の
あ
る
も
の
が
多
く
無
地
紋
の
釜
は
少
な
い
。
)
こ

と
に
越
前
芦
屋
の
地
紋
は
浅
く
、
筑
前
芦
屋
の
地
紋

は
深
い
。
(
こ
れ
は
鉄
の
性
質
に
よ
る
で
あ
ろ
う
し

鋳
造
技
術
に
も
よ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意

味
を
も
っ
て
筑
前
芦
屋
の
釜
を
仔
細
に
眺
め
透
か
し

て
観
る
と
、
地
紋
が
く
っ
き
り
と
浮
彫
の
よ
う
に
さ

へ
感
じ
ら
れ
、
時
代
が
つ
い
て
古
く
な
れ
ば
古
く
な

る
ほ
ど
地
紋
が
鮮
明
に
看
取
さ
れ
る
。
実
に
名
物
釜

で
あ
る
品
位
と
貫
禄
を
備
え
堂
々
た
る
も
の
と
い
う

他
は
な
い
。
こ
の
地
紋
も
ま
た
時
代
に
よ
っ
て
種
々

様
々
に
変
遷
が
あ
る
が
、
中
古
代
に
至
り
雪
舟
、
狩

野
永
徳
、
土
佐
光
信
の
下
絵
が
あ
る
し
、
少
し
降
っ

て
光
起
と
か
応
挙
あ
た
り
の
下
絵
と
称
す
る
も
の
も
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折
々
見
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
芦
屋
に
は
筑

前
に
も
越
前
に
も
譲
釜
が
か
な
り
出
て
い
る
。
)

②
釜
師
系
譜

(
『
釜
の
研
究
』
昭
和
ロ
年
刊
。
た
だ
し
(
)
内
は
『
釜
』
昭
和
お
年
刊
)

・
筑
前
芦
屋
筑
前
国
(
遠
賀
郡
)
芦
屋

其
起
源
不
詳
。

土
御
門
帝
ノ
建
仁
年
間
ニ
明
恵
上
人
ガ
釜
ヲ
鋳
セ

ラ
レ
タ
リ
ト
云
フ
、
後
宇
多
帝
ノ
弘
安
年
間
ヨ
リ
始

メ
ラ
レ
タ
ト
モ
云
フ
、
其
ノ
名
ノ
高
ク
ナ
リ
シ
ハ
東

山
時
代
也
。

大
江
貞
一
房
正
平
年
間

(
中
略
)

・
播
州
芦
屋
播
磨
国
(
姫
路
郡
)
芦
屋

播
州
ニ
テ
作
リ
筑
前
芦
屋
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
、
時
代

モ
筑
前
芦
屋
ト
同
様
ナ
リ
ト
云
フ
。

(
芥
田
五
郎
左
衛
門
不
詳
)

(
代
々
姫
路
ニ
テ
鋳
物
ヲ
業
ト
セ
ル
旧
家
ナ
リ
。
)

・
越
前
芦
屋
越
前
国
(
ム
ユ
リ
一
郡
)
芦
屋

越
前
ニ
テ
作
リ
筑
前
芦
屋
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
、
東
山

時
代
ヨ
リ
始
マ
レ
リ
ト
云
フ
。

(
松
村
次
右
衛
門
不
詳
)

(
今
立
郡
五
分
一
村
ニ
テ
代
々
鋳
物
ヲ
業
ト
セ
ル
旧

家
ア
リ
。
)池

田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

-
伊
勢
芦
屋
伊
勢
国
(
阿
濃
)
津

伊
勢
国
(
阿
濃
)
津
ニ
テ
作
リ
芦
屋
ニ
似
テ
地
紋

多
シ
、
織
田
(
豊
)
時
代
ヨ
リ
始
マ
レ
リ
ト
云
フ
。

(
辻
越
後
阿
ノ
津
ニ
テ
鋳
物
ヲ
業
ト
セ
リ
。
)

(
辻
但
馬
向
上
)

・
天
命
釜
下
野
国
佐
野
(
天
命
宿
)

下
野
田
佐
野
天
命
ニ
テ
作
リ
シ
ト
云
フ
、
起
源
不

詳
。
弘
安
年
間
ト
モ
云
フ
、
芦
屋
ヨ
リ
モ
古
キ
ト
云

フ
、
元
和
慶
長
年
間
最
モ
盛
ン
ヲ
極
メ
シ
ト
云
フ
。

(
後
略
)

2

2

、
香
取
秀
真

鋳
金
家
で
あ
る
が
、
金
工
全
般
の
見
識
を
買
わ
れ

東
京
美
術
学
校
の
講
師
の
委
嘱
を
受
け
た
の
を
機
に

金
工
の
古
作
鑑
定
や
古
記
の
研
究
を
深
め
、
金
工
の

第
一
人
者
と
目
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
大
正
=
一
年
に
『
茶

之
湯
釜
図
録
』
、
昭
和
八
年
に
『
新
撰
茶
之
湯
釜
図

録
』
、
昭
和
五
年
に
「
新
撰
釜
師
系
譜
』
を
著
し
、
本

格
的
な
茶
釜
の
研
究
を
し
た
草
分
け
と
も
い
え
る
。

し
か
し
越
前
芦
屋
釜
に
関
し
て
は
近
世
の
著
作
を

引
用
す
る
の
み
で
自
ら
の
知
見
は
述
べ
て
い
な
い
。

ま
た
図
録
に
は
越
前
芦
屋
釜
と
し
て
二
口
を
あ
げ
て

い
る
。
一
口
は
国
立
博
物
館
所
蔵
の
八
角
霞
釜
で
あ

る
が
、
香
取
以
外
は
芦
屋
釜
と
し
て
い
る
。
後
一
口

は
香
取
所
蔵
の
鶴
首
羽
釜
を
大
西
浄
雪
極
め
の
越
前

芦
屋
釜
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
長
野

埋
志
は
「
釜
師
の
伝
承
に
よ
る
と
鶴
首
真
形
(
肩
の

玉
縁
が
な
く
、
首
の
長
い
真
形
釜
)
越
前
釜
と
な
っ

て
い
る
が
、
越
前
作
と
思
わ
れ
る
鶴
首
真
形
釜
は
未

見
で
あ
る
o
」
(
昭
和
辺
年
「
あ
し
や
の
釜
』
の
著
作
時
に
は
「
新

撰
茶
之
湯
釜
図
録
」
の
内
容
は
熟
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
)
〉
}

し
、
別
の
釜
を
大
西
海
雪
極
め
の
鶴
首
釜
と
し
て
挙

、
げ
て
い
る
。
(
昭
和
必
年
『
茶
の
湯
釜
全
集
』
)

よ
っ
て
越
前
芦
屋
釜
の
比
定
に
関
し
て
香
取
説
は

是
認
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

2

3

、
長
野
塩
志

鋳
金
家
と
し
て
名
を
成
し
、
中
年
に
な
っ
て
茶
釜

の
研
究
を
始
め
昭
和
二
十
八
年
に
『
あ
し
や
の
釜
』
、

昭
和
二
十
九
年
に
『
天
命
の
釜
』
を
著
し
た
。
ま
た

茶
釜
の
製
作
に
転
じ
人
間
国
宝
の
指
定
を
受
け
た
。

と
り
わ
け
越
前
芦
屋
釜
研
究
の
た
め
地
元
の
釜
師
故

戸
田
忠
・
郷
土
史
家
故
斉
藤
槻
堂
の
手
引
き
で
当
地

を
踏
査
し
、
昭
和
三
十
一
年
に
「
あ
し
や
系
の
釜
』

を
著
し
、
越
前
芦
屋
釜
を
五
分
市
系
と
南
条
鋳
物
師

系
に
分
け
て
当
図
録
に
二
十
四
日
を
載
せ
て
い
る
。

実
に
そ
の
著
の
三
分
の
一
を
越
前
芦
屋
釜
に
あ
て
て

い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
に
『
茶
の
湯
釜
全
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集
全
十
巻
』
を
著
し
、
第
3
巻
『
越
前
・
伊
勢
』
を

発
刊
し
た
。
そ
れ
に
は
三
十
一
日
の
内
二
十
六
口
の

越
前
芦
屋
釜
を
新
規
に
載
せ
て
い
る
。
ま
た
後
述
す

る
森
田
藤
則
の
論
文
『
越
前
釜
|
序
説
越
前
回
鋳
物

師
考
』
を
こ
こ
に
転
載
し
て
い
る
。

な
お
森
田
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
よ
り
森
田
藤
則
が
地
元
で
発

見
し
た
釜
の
情
報
を
提
供
し
、
『
全
集
越
前
・
伊
勢
』
に
数
口
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
同
資
料
に
よ
れ
ば
全
集
を
纏
め
る
に
当
り
、

全
国
各
地
の
著
名
な
釜
収
集
家
(
森
田
藤
則
を
含
む
)
を
精
力
的
に

訪
ね
歩
き
、
各
地
の
釜
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
著
作
に
載
せ
て
い
る

ょ
、
つ
で
あ
る
。

長
野
は
古
文
献
を
収
集
し
研
究
を
深
め
、
自
ら
の

釜
作
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
に
よ
り
、
独
自
の
鑑

定
眼
を
育
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
晩
年
に
は
細
見
良

(
古
香
庵
)
と
対
立
し
、
主
と
し
て
芦
屋
釜
「
茶
の

十
徳
釜
」
を
編
年
の
基
準
に
据
え
た
こ
と
へ
の
批
判

を
受
け
た
。

元
文
化
庁
の
保
坂
三
郎
や
福
岡
県
芦
屋
町
の
芦
屋

釜
博
物
館
も
長
野
説
に
は
否
定
的
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
越
前
芦
屋
釜
の
研
究
は
長
野
の
他

に
は
後
述
す
る
地
元
の
森
田
藤
則
を
除
い
て
確
認
で

き
な
い
。
地
元
に
残
る
越
前
釜
と
中
央
の
越
前
作
の

釜
と
の
比
較
研
究
を
行
い
、
越
前
釜
の
基
礎
的
研
究

に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
長
野
の
著
作
を
整

理
す
る

あ

し

や

の

釜

困

引

用

文

献

略

号

天

命

の

釜

因

あ

し

や

系

の

釜

図

茶

之

湯

の

釜

困

茶

の

湯

名

釜

図

録

固

茶

の

湯

釜

全

集

固

茶
の
湯
釜
名
品
図
録
固

室
町
桃
山
期
を
中
心
に

次
に
越
前
芦
屋
釜
に
関
す
る
知
見
を
抄
出
し
て
み

る。-
材
質
引
用
文
献
固

天
命
系
の
釜
が
分
厚
な
も
の
が
多
い
の
は
地
金
が

甚
だ
硬
く
鋳
鋼
系
と
で
も
云
う
か
、
湯
走
り
悪
き
為

に
外
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
筑
前
の
地
金
に
特

異
性
が
あ
り
冶
金
術
不
備
の
点
か
ら
か
、
結
晶
性
雑

金
属
の
混
入
の
結
果
、
そ
れ
ら
雑
金
属
が
表
面
に
浮

か
び
、
右
の
如
き
(
筑
前
系
の
錆
肌
は
先
ず
結
晶
形

を
な
し
て
腐
食
し
、
次
に
薄
く
は
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
決
し
て
一
度
に
深
く
腐
食
す
る
こ
と
は

無
い
。
)
腐
食
を
呈
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
現
今
で
も
銑
鉄
に
ニ
ュ
ー
ム
の
少
量
を
混
入
す

、
3
Q
U
F
b

f

、
、
っ
白
.
ハ
U

ミ
J
Q
U

・
-

r、
も
円

4

1

よ

S
沼
・
日

‘、J

司

1
4

ハ同
d

仁
、

A
ム
ハ
U

、
3

5

n

b

c
、A
せ

ハ

リ

、
3
0
0
Q
u

c
、A
ハ

守

口

U

、
3
n
u
Q
u

r

、
、
に
U

凡
U

る
と
湯
走
り
甚
だ
よ
ろ
し
く
繋
立
ち
を
見
な
い
。
筑

前
系
釜
に
た
い
し
た
繋
立
ち
を
見
な
い
の
は
こ
れ
又

ニ
ュ
ー
ム
と
か
亜
鉛
、
錫
の
結
晶
形
金
属
の
混
在
し

て
い
る
こ
と
を
裏
書
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
引
き
替
え
越
前
あ
し
や
釜
に
悉
立
ち
が

多
い
の
は
結
晶
性
金
属
を
含
有
せ
ず
、
炭
素
の
含
有

多
き
高
度
の
鋳
鋼
な
る
が
故
に
、
湯
走
り
悪
く
分
厚

と
な
り
鋳
詰
り
強
く
、
老
立
ち
が
多
く
な
っ
た
証
拠

と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

-

材

質

図

鋳
鋼
の
性
質
を
考
え
て
越
前
釜
を
見
る
と
羽
上
羽

下
に
多
く
の
繋
立
ち
が
あ
り
、
羽
な
き
釜
は
火
底
に

近
く
な
る
程
怒
立
ち
が
多
い
の
は
、
薄
い
口
辺
よ
り

順
次
凝
固
し
肉
厚
の
地
金
を
引
寄
せ
る
か
ら
で
あ

る
。
車
(
形
釜
に
て
は
羽
上
よ
り
羽
下
に
怒
立
ち
が
よ

り
多
い
の
は
、
下
に
な
る
ほ
ど
釜
が
厚
い
か
ら
、
凝

固
に
際
し
鉦
羽
へ
よ
り
多
く
地
金
を
引
き
寄
せ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
知
き
結
果
は
鋳
鋼
の
鋳
物

に
多
い
難
点
で
あ
り
、
鋳
鋼
の
鋳
造
を
な
す
者
の
悩

み
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
怒
立
ち
の
出
来
て
い
る
点
に

て
越
前
釜
の
地
金
が
鋳
鋼
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
越
前
鍛
冶
が
現
在
の

武
生
の
地
で
あ
り
、
越
前
万
の
込
み
の
錆
色
が
越
前
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釜
に
似
て
い
る
の
は
一
商
同
系
統
の
材
質
で
あ
る
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
伊
勢
芦
屋
と
関
の
万
と

同
じ
系
統
と
推
定
せ
ら
れ
る
点
と
同
一
状
態
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-

腐

食

困

現
在
見
る
越
前
釜
の
腐
食
は
自
然
の
腐
れ
膚
で
あ

る
。
腐
れ
方
は
筑
前
芦
屋
釜
の
如
く
薄
く
一
皮
づ
っ

上
は
が
れ
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
天
命
風
に
近
い
腐
れ
か
た
で
あ
る
。
し
か
し

地
金
が
甚
だ
堅
い
か
ら
表
面
が
一
様
に
錆
色
を
見
せ

て
い
る
物
が
多
く
、
凹
く
腐
食
し
て
い
る
も
の
は
少

な
い
。
錆
色
は
一
種
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
地
色

は
普
通
の
鉄
錆
の
如
く
赤
色
(
紅
柄
色
に
近
い
)
に

な
る
が
、
そ
の
上
面
に
粉
ぶ
い
た
よ
う
な
薄
白
い
錆

色
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
か
鉄
の
中
に

含
有
せ
ら
れ
た
他
金
属
の
腐
食
し
た
も
の
が
、
浮
き

上
が
っ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筑
前
釜
の
紫
紺

に
近
い
黒
味
、
天
命
釜
の
葡
萄
色
と
異
な
る
点
で
あ

る
。
生
ぶ
釜
に
て
は
こ
の
粉
ぶ
い
た
よ
う
な
錆
色
が

越
前
釜
の
腐
食
の
特
徴
で
あ
る
。
敦
賀
系
か
と
思
わ

れ
る
釜
に
は
薄
黒
い
地
肌
の
も
の
を
見
る
が
、
近
江

系
砂
鉄
の
混
入
か
、
近
江
砂
鉄
に
よ
っ
た
も
の
か
明

ら
か
に
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

-

膚

図

越
前
作
は
絵
模
様
を
入
れ
る
た
め
に
膚
に
腐
食
の

面
白
味
を
見
せ
る
天
命
風
の
膚
あ
ら
し
は
な
い
。
し

か
し
筑
前
釜
の
知
く
美
し
い
絹
膚
で
は
な
く
挽
目
の

見
え
る
や
や
荒
い
挽
膚
で
あ
る
。
こ
れ
は
型
作
り
に

際
し
膚
土
砂
入
り
の
多
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
越
前
釜
の
地
金
が
の
た
れ
が
悪
く
溶
解

し
て
型
入
れ
の
場
合
、
絹
膚
の
如
く
細
か
な
土
を
使

用
す
る
と
鋳
型
の
瓦
斯
が
抜
け
切
ら
ず
湯
流
れ
を
妨

げ
る
か
ら
、
鋳
上
が
り
が
悪
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
砂
を
多
く
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る

か
ら
、
筑
前
の
如
く
美
し
い
膚
に
な
ら
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
た
め
挽
目
の

あ
る
荒
肌
と
な
り
雅
味
掬
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま

た
図
様
の
表
現
は
最
初
筑
前
風
の
手
法
で
あ
っ
た

が
、
膚
味
と
不
調
和
の
た
め
か
後
に
は
笹
箆
を
多
く

用
い
な
い
で
写
生
風
の
肉
付
け
を
多
く
使
っ
た
り
強

く
判
に
押
出
す
手
法
を
用
う
る
に
至
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
古
い
越
前
釜
に
笹
箆
を
薄

く
使
用
し
て
い
る
釜
作
が
少
な
い
の
は
こ
の
よ
う
な

挽
日
の
見
え
る
荒
い
地
膚
に
は
好
果
を
持
た
な
い
か

ら
、
勢
い
肉
高
の
写
生
風
の
文
様
を
表
現
す
る
に
至

っ
た
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

-
鉄
の
産
地
図

昔
の
製
鉄
冶
金
法
で
は
各
産
鉄
地
に
よ
り
溶
解
度

や
湯
の
流
れ
に
癖
が
あ
り
、
地
金
の
質
と
錆
色
に
各

釜
作
地
問
に
差
が
出
て
き
て
い
る
。
越
前
芦
屋
釜
は

地
金
が
一
番
堅
く
高
度
の
鋳
鋼
と
も
い
え
る
。
そ
の

た
め
羽
の
際
や
湯
口
際
か
ら
火
底
に
は
怒
立
ち
が
見

え
る
。
錆
色
は
全
体
に
薄
紅
柄
色
に
黄
色
を
混
え
た

よ
う
な
色
に
な
り
、
そ
の
面
が
薄
く
粉
ぶ
い
た
よ
う

に
な
り
、
腐
食
の
強
い
と
こ
ろ
は
や
や
黒
ず
ん
で
見

え
る
。

-

中

型

困

釜
を
鋳
る
時
の
内
側
の
土
型
の
こ
と
を
中
型
と
い

う
。
中
型
の
如
き
は
何
等
釜
の
鑑
賞
や
鑑
定
に
関
係

が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
た
鉄
の
性
質
に

よ
っ
て
各
釜
作
地
の
手
法
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、

あ
な
が
ち
簡
単
に
片
付
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
。
越
前
釜
に
て
は
中
型
の
手
法
は
天
命
や
伊
勢

等
と
同
様
専
ら
削
り
中
型
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。

五
分
市
作
と
考
え
ら
れ
る
霞
真
形
釜
の
断
面
は
口
の

厚
み
が
甚
だ
薄
く
次
第
に
厚
み
が
増
し
て
お
り
、
鉦

羽
下
は
尚
一
層
厚
み
が
増
し
て
い
る
が
、
火
底
よ
り

や
や
上
に
て
替
底
に
し
て
い
る
か
ら
以
下
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
順
次
厚
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
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る
。
別
の
平
蜘
妹
釜
は
輪
口
に
厚
み
を
見
せ
て
は
い

る
が
、
肩
は
簿
く
次
第
に
厚
さ
を
増
し
て
い
る
。
し

か
も
両
者
と
も
中
型
の
砂
は
荒
く
削
り
方
は
凸
凹
が

多
い
。
こ
れ
が
地
元
鋳
師
の
作
と
考
え
ら
れ
る
釜
の

中
型
の
削
り
方
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
何
故
こ

の
よ
う
な
厚
み
の
一
定
し
な
い
削
り
方
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
溶
解
し
た
地
金
の
性
質
が
鋳
鋼

に
近
い
も
の
で
、
湯
の
流
れ
が
悪
く
出
来
る
だ
け
高

温
に
溶
解
し
た
湯
を
一
度
に
多
く
流
し
込
み
湯
の
重

量
に
て
鋳
上
げ
る
方
法
を
と
っ
た
た
め
、
底
に
至
る

程
中
型
を
強
く
削
っ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

輪
口
に
手
を
か
け
て
持
ち
上
げ
て
み
る
と
甚
だ
持
ち

重
り
が
す
る
。
又
、
外
型
も
鋳
造
上
鋳
型
に
砂
入
り

が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
中
型
は
よ
り
一
層
瓦

斯
抜
け
を
良
く
す
る
為
多
く
の
荒
い
砂
を
混
入
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
故
に
中
型
を
削
る
場
合
箆
が
荒
砂

に
邪
魔
さ
れ
て
削
り
が
旨
く
出
来
、
ず
、
凸
凹
の
甚
だ

し
い
中
型
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

-
五
分
市
作
と
南
条
鋳
物
師
作
困

「
越
前
作
に
は
二
系
統
の
製
作
を
見
ま
す
。
一
系

統
は
笹
箆
に
て
文
様
を
描
い
て
お
り
、
こ
れ
は
筑
前

直
系
の
鋳
物
師
に
よ
っ
て
鋳
ら
れ
て
い
る
。
他
の
系

統
は
形
も
手
法
も
や
や
ご
つ
く
、
文
様
は
判
に
て
主

要
部
分
を
押
し
出
し
て
そ
の
繋
ぎ
に
箆
を
使
う
手
法

を
し
て
い
る
。
真
一
形
釜
も
羽
弱
く
底
も
丸
底
に
近

い
。
こ
れ
は
在
来
居
住
の
鋳
物
師
に
よ
る
も
の
と
見

ら
れ
る
。
L

と
記
し
、
前
者
を
南
条
鋳
物
師
作
、
後
者

を
五
分
市
作
と
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
口

薄
く
下
部
が
次
第
に
厚
く
な
り
火
底
で
二
分
も
の
厚

み
の
あ
る
釜
と
、
口
の
厚
さ
と
火
底
と
余
り
変
わ
ら

な
い
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
土
砂
荒
く
従
っ
て
中

型
の
削
り
方
も
粗
末
の
感
が
あ
り
五
分
市
作
と
考
え

ら
れ
る
釜
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
後
者
は
土
砂

も
細
か
く
筑
前
釜
に
似
た
中
型
の
削
り
方
を
し
て
お

り
、
南
条
鋳
物
師
作
と
推
定
さ
れ
る
釜
に
見
ら
れ

る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

2
1
4
、
細
見
良
(
古
香
庵
)

事
業
家
で
あ
り
、
古
美
術
収
集
の
趣
味
を
深
め
香

取
秀
真
の
教
え
を
受
け
、
釜
の
鑑
定
眼
を
高
め
て
い

っ
た
。
と
り
わ
け
長
野
姪
志
の
著
作
に
触
発
さ
れ
、

代
表
作
『
茶
の
湯
釜
』
図
録
を
昭
和
四
十
八
年
に
著

し
、
長
野
説
を
批
判
し
た
。
し
か
し
こ
と
越
前
芦
屋

釜
に
関
し
て
は
長
野
説
を
引
用
す
る
な
ど
、
独
自
の

知
見
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
越
前
芦
屋
釜
の

記
述
の
中
で
「
筑
前
芦
屋
の
工
人
が
海
路
を
越
前
の

鯖
江
地
方
(
五
分
市
今
の
味
真
野
村
鯖
江
の
東
南

2

里
)
に
原
料
の
砂
鉄
を
求
め
て
:
・
」
と
記
す
な
ど
当

地
の
地
理
に
暗
い
よ
う
で
あ
り
、
当
地
に
来
訪
し
た

と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
越
前
芦
屋
釜
と
し
て
九

口
を
挙
げ
、
長
野
塩
志
が
取
り
上
げ
た
も
の
と
同
じ

も
の
は
三
口
の
み
で
あ
り
、
新
規
に
六
口
を
挙
げ
て

い
る
。
長
野
同
様
に
全
国
的
な
視
野
で
比
較
研
究
さ

れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
先
学
や
長
野
説
以
外
の

新
た
な
知
見
は
無
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
長
野
が
「
本
願
越
前
国
蓮
蔵
坊
湯
殿
山
大

日
坊
筑
前
回
葦
屋
津
本
金
屋
寄
進
」
と
鋳
込
ま
れ
て

い
る
芦
屋
釜
に
つ
い
て
、
筑
前
芦
屋
の
釜
師
が
出
羽

三
山
の
湯
殿
山
大
日
坊
に
寄
進
し
た
も
の
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
も
細
見
は
一
乗
谷
の
朝
倉
氏
遺
跡
の

湯
殿
に
寄
進
し
た
も
の
と
批
判
し
た
o

し
か
し
一
乗

谷
の
湯
殿
は
朝
倉
氏
居
館
の
付
帯
施
設
の
客
館
で
あ

り
、
信
仰
施
設
で
は
な
く
、
細
見
の
勇
み
足
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
、
っ
。

細
見
の
著
作
を
年
代
順
に
記
す
。

S
4
・

ω
茶
の
湯
釜
入
門

S
羽

-m
釜
茶
の
湯
釜
の
研
究

S
必

-m
名
釜
と
茶
器
石
川
県
美
術
館
(
寄
稿
)

S
刊
・

ω
茶
の
湯
釜

2

5

、
森
田
藤
則
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武
生
市
の
文
化
財
調
査
委
員
を
長
年
に
亙
っ
て
勤

め
、
多
様
な
文
化
財
の
保
護
に
尽
力
し
た
。
と
り
わ

け
越
前
釜
の
収
集
と
調
査
を
精
力
的
に
行
い
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
越
前
釜
の
研
究
論
文
を
相
次
い
で
発

表
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
長
野
の
著
作
に
も
論
文
を

転
載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
実
績
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
特
に
弘
願
寺
蔵
の
越
前
芦
屋
の
竹
梅
紋
真
形
釜

を
世
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
市
文
化
財
指
定
に
尽

力
し
た
。
故
人
と
な
ら
れ
た
が
御
遺
族
の
御
好
意

で
、
森
田
が
収
集
し
た
二
百
口
を
超
え
る
釜
や
研
究

資
料
は
武
生
市
に
寄
託
さ
れ
、
後
学
の
道
し
る
べ
と

さ
れ
た
。
当
資
料
に
よ
り
、
森
田
の
仕
事
振
り
を
述

べ
て
み
た
い
。

釜
の
収
集
と
調
査
は
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
始

め
、
分
類
仕
分
け
カ

l
ド
に
二
十
数
項
目
に
わ
た
っ

て
特
徴
を
記
し
、
文
様
や
環
付
の
乾
拓
本
と
各
部
位

の
写
真
も
整
理
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
膨
大

な
資
料
と
収
集
釜
と
に
よ
っ
て
研
究
を
深
め
た
。
収

集
釜
の
大
半
は
昭
和
四
十
五
、
六
年
に
取
得
し
、
こ

れ
を
も
と
に
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
著
作
を
順
次
書
き
上
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ

る。

63 

、コ
p
b
・つん

r
t
A
A

ハU

越
前
文
化
2
号

越
前
釜
私
考

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

S
M叩
・

回

南

越

の

鰐

口

資

料

l

s
c
・

出

越

前

釜

1

S
幻

-m
越
前
文
化
7
号

越

前

釜

2

S
却
・
田
武
生
市
史
民
俗
編
五
分
市
鋳
物
師
と
越
前
釜

S
日
・
白
若
越
郷
土
研
究
お

l

五
分
市
鋳
物
師
考
1

S
日
・
白
岡
島
美
術
館
芦
屋
釜
名
品
展
(
共
著
)

s
ω
-
m
市
越
前
の
旦
郷
土
資
料
館
武
生
の
工
芸
展
(
共
著
)

『
越
前
釜
私
考
』
で
は
、
鋳
物
師
の
立
地
要
件
、

口
碑
・
伝
説
、
遺
物
、
古
文
書
、
越
前
釜
分
類
、
特

徴
を
記
し
た
後
、
炉
釜
の
代
表
作
を
編
年
順
に
紹
介

し
て
い
る
。
し
か
し
釣
釜
に
つ
い
て
は
中
断
し
、
次

項
の
「
越
前
釜
』
と
し
て
稿
を
改
め
て
い
る
。

『
越
前
釜

l
』
で
は
越
前
国
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
、

松
岡
、
五
分
市
、
鋳
物
師
、
敦
賀
、
島
、
金
谷
、
=
一

国
を
考
察
し
た
。
『
越
前
釜

2
』
で
は
越
前
釜
の
分

類
法
、
越
前
釜
の
二
つ
の
系
統
、
湯
茶
釜
と
茶
々
釜

ま
で
を
載
せ
、
未
了
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
越

前
文
化
』
は
昭
和
岨
年
1
月
の
第
8
号
で
絶
版
に
な

り
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
寄
託
資

料
の
中
に
当
原
稿
が
存
在
し
、
後
書
き
に
よ
れ
ば
昭

和
幻
年
ロ
月
に
は
脱
稿
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
続
稿

は
原
稿
用
紙
削
枚
ほ
ど
で
「
越
前
釜
の
各
部
分
の
特

長
と
編
年
法
」
と
し
て
、
「
口
づ
く
り
、
胴
・
火
包

越
前
文
化
5
号

越
前
文
化
6
号

-
火
底
、
型
持
、
羽
、
環
付
、
足
、
蓋
、
肌
と
鉄
味

に
つ
い
て
、
装
飾
・
模
様
」
に
つ
い
て
五
分
市
、
島
、

松
岡
、
敦
賀
、
金
谷
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
る
。
ま

た
『
越
前
釜

l
、

2
4
の
原
稿
を
精
査
す
る
と
、
紙

数
に
制
限
が
あ
っ
た
た
め
か
稿
を
か
な
り
落
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
序
文
を
落
と
し
、
越
前
産
鉄
地
探
索

の
項
も
落
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
精
力
を
費
や
さ

れ
た
労
作
を
何
故
世
に
出
さ
れ
無
か
っ
た
の
か
。
何

か
他
に
考
え
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
越

前
文
化
』
も
武
生
市
立
図
書
館
の
み
の
蔵
書
で
あ

り
、
幻
の
書
と
な
っ
て
い
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
ご

遺
族
の
了
解
を
得
て
、
是
非
と
も
活
字
化
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

長
野
は
越
前
芦
屋
釜
の
産
地
を
五
分
市
と
南
条
鋳

物
師
と
し
た
の
に
対
し
、
森
田
は
五
分
市
と
敦
賀
と

し
た
。
一
見
異
説
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
南

条
鋳
物
師
に
伝
わ
る
口
碑
「
義
景
が
敦
賀
天
徳
山
築

城
に
際
し
築
城
用
具
の
鍛
冶
と
し
て
南
条
鋳
物
師
か

ら
移
住
さ
せ
た
」
と
の
説
を
両
者
と
も
採
っ
て
い
る

か
ら
、
同
説
と
云
え
よ
う
。

ち
な
み
に
『
新
保
家
鋳
物
業
略
歴
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
当
初
、

南
条
鋳
物
師
で
稼
業
し
た
河
瀬
相
模
守
の
一
族
の
後
育
が
府
中
、
敦

賀
に
鋳
造
業
を
創
始
す
る
も
の
多
数
輩
出
す
。
と
記
し
て
い
る
。
こ
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れ
も
何
ら
か
の
伝
承
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
敦
賀
で

は
河
内
国
佐
山
郷
西
堀
村
鋳
師
久
吉
の
末
孫
と
し
て
い
る
。
川

ω

参
考
ま
で
に
敦
賀
市
鋳
物
師
の
中
世
期
の
状
況
に
つ
い
て
の
論
考

が
あ
る
の
で
付
記
し
て
お
く
。

ω

森
田
は
敦
賀
で
の
作
釜
開
始
を
室
町
末
期
と
し

た
。
そ
し
て
口
縁
部
の
上
端
に
断
面
が
半
円
の
一
重

隆
起
圏
線
が
鋳
出
さ
れ
て
い
る
特
徴
は
敦
賀
作
以
外

に
は
見
ら
れ
な
い
。
不
味
公
の
大
名
物
油
屋
釜
、
武

生
市
指
定
丈
化
財
の
弘
願
寺
蔵
竹
梅
紋
真
形
釜
を
は

じ
め
明
治
初
年
の
敦
賀
鋳
物
師
の
終
末
ま
で
一
貫
し

て
こ
の
特
徴
が
存
続
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
(
未

発
表
資
料
)

ま
た
長
野
は
「
敦
賀
鋳
物
師
の
作
で
な
い
か
と
し

た
越
前
釜
の
地
金
は
五
分
市
系
と
錆
味
が
や
や
異
な

る
の
は
日
野
山
以
外
の
鉄
を
混
入
し
た
も
の
で
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
輸
送
の
関
係
上
近
江
砂

鉄
を
混
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

ωと
し
て
い
る

の
に
対
し
、
森
田
は
「
敦
賀
鋳
物
師
の
釜
は
室
町
期

ま
で
は
五
分
市
と
同
様
に
見
事
な
繋
立
ち
し
て
い
る

が
、
桃
山
期
に
な
る
と
震
は
激
減
し
て
く
る
。
五
分

市
の
場
合
の
江
戸
中
期
の
作
ほ
ど
の
状
態
に
な
る
。

敦
賀
は
古
く
か
ら
の
開
港
地
で
あ
り
、
越
前
窯
が
交

易
品
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
出
雲
、
伯
警
の
鉄
材
が

古
く
か
ら
の
重
要
取
引
品
目
で
あ
る
O
L
(

未
発
表
資
料
)

と
し
海
運
に
着
目
し
て
い
る
。

釜
比
定
の
点
で
は
田
辺
氏
蔵
竹
蔦
唐
草
紋
肩
衝
釜

の
五
分
市
作
の

1
口
の
み
の
一
致
で
あ
り
、
一
見
隔

た
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
長
野

と
森
田
と
の
釜
デ

l
タ
収
集
域
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
明
確
な
差
異
と
し
て
捉
え
が
た
い
。

更
に
森
田
は
次
の
発
見
も
し
て
い
る
。
敦
賀
作
に

は
天
命
系
の
作
が
見
当
た
ら
な
い
。
五
分
市
作
に
は

素
文
三
足
釜
は
終
始
、
天
命
系
の
技
法
を
守
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
敦
賀
作
は
素
文
三
足
釜
の
場
合
に
も

古
い
も
の
は
(
江
戸
初
期
1
中
期
頃
)
は
芦
屋
系
の

技
法
が
濃
厚
に
影
響
し
て
い
る
混
合
形
態
で
あ
る
。

仰
と
記
し
て
お
り
、
長
野
の
「
在
来
鋳
物
師
は
五
分

市
で
、
芦
屋
系
鋳
物
師
は
南
条
鋳
物
師
(
後
に
敦
賀

に
移
住
)
で
作
釜
し
た
o
」
を
補
強
す
る
発
見
と
も
一
云

え
よ
う
。

森
田
の
前
出
の
遺
稿
に
は
口
作
り
、
羽
、
型
持
、

火
底
、
足
、
釜
肌
、
丈
様
な
ど
産
地
別
の
特
徴
を
整

理
し
た
上
で
、
越
前
釜
の
脇
釜
と
も
言
う
べ
き
松

岡
、
島
、
金
谷
、
=
一
国
を
加
え
た
釣
釜
の
製
作
年
代

と
特
徴
も
記
さ
れ
て
い
る
。
未
発
表
の
稿
で
あ
る
の
で
多

く
の
引
用
は
差
し
控
え
る
。

2

6
、
根
来
茂
昌

釜
姉
根
来
実
コ
一
の
子
息
で
釜
作
に
携
わ
る
一
方
、

「
茶
の
湯
釜
』
を
著
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
越
前
芦

屋
釜
と
し
て
油
屋
釜
と
旧
出
の

l
口
を
加
え
、

2
口

を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
越
前
芦
屋
釜
へ
の

新
た
な
知
見
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
興
味
深
い
見
解

を
記
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。
芦
屋
釜
は
筑

前
芦
屋
の
砂
鉄
を
使
用
し
、
大
内
氏
の
滅
亡
に
よ

り
、
芦
屋
の
釜
師
は
新
た
な
販
路
と
鉄
材
を
求
め
て

各
地
へ
移
動
し
た
。
こ
れ
が
大
方
の
見
方
で
あ
っ

た
。
し
か
し
根
来
は
「
芦
屋
の
砂
鉄
が
秀
作
を
生
み

出
す
良
質
で
大
量
の
釜
作
を
賄
っ
た
と
す
れ
ば
、
釜

師
は
芦
屋
を
捨
て
去
る
筈
が
な
い
。
」
附
と
疑
問
を
呈

し
た
上
で
、
「
当
時
は
大
陸
と
の
交
易
が
盛
ん
で
あ

っ
た
故
、
輸
入
鉄
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
己
と
の

見
解
を
記
し
て
い
る
。

し
か
し
芦
屋
町
教
育
委
員
会
の
『
山
鹿
田
屋
遺
跡

調
査
報
告
』
で
は
「
芦
屋
海
岸
の
砂
鉄
は
高
チ
タ
ン

含
有
で
難
還
元
性
の
塩
基
性
で
あ
り
、
高
度
の
精
錬

技
術
が
必
要
に
な
っ
た
が
、
性
能
の
良
い
送
風
装
置

を
使
っ
て
還
元
雰
囲
気
を
得
る
竪
形
炉
の
排
出
浮
を

検
出
し
た
。
」
仰
と
記
し
、
既
に
古
代
に
当
地
で
大
掛

か
り
な
竪
形
炉
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
「
筑
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前
金
屋
遺
跡
調
査
報
告
』
に
よ
れ
ば
鋳
造
用
こ
し
き

炉
の
炉
台
と
釜
の
鋳
型
の
一
部
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
し
て
炭
素
4
%
台
の
銑
鉄
で
高
チ
タ
ン
含
有
塩
基

性
砂
鉄
が
原
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
当
地
方
の
砂
鉄
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
く
な

っ
て
き
た
。
む
し
ろ
高
チ
タ
ン
含
有
塩
基
性
砂
鉄
を

使
っ
て
芦
屋
の
な
ま
ず
肌
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
穏
立

ち
の
無
い
釜
を
鋳
る
高
い
技
術
が
確
立
し
て
い
た
と

考
え
る
の
が
合
理
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同

し
か
し
現
時
点
で
は
根
来
説
が
否
定
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。

2

7

、
長
野
裕

前
出
の
長
野
垣
志
の
次
男
で
釜
作
に
携
る
一
方
、

『
茶
道
具
の
世
界
釜
、
炭
道
具
』
を
著
し
て
い
る
。

そ
れ
に
は
越
前
芦
屋
釜
を

6
口
挙
げ
、
内
4
口
は
新

出
で
あ
る
。
し
か
し
比
定
の
根
拠
は
硬
質
で
繋
立
ち

が
多
く
鋳
型
砂
が
荒
い
点
な
ど
の
特
徴
を
挙
げ
て
お

り
、
概
ね
長
野
垣
志
の
知
見
を
受
け
次
い
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

2
1
8
、
越
前
釜
一
覧
表
(
巻
末
参
照
)

近
現
代
の
著
作
に
見
ら
れ
る
越
前
釜
を
一
覧
表
に

整
理
し
、
そ
の
著
の
図
録
番
号
を
付
し
た
。

2
l
9
、
越
前
釜
参
考
文
献
一
覧
表
(
巻
末
参
照
)

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

-
釜
関
係
資
料

・
鋳
物
師
関
係
資
料

-
鉱
山
製
鉄
関
係
資
料

.
関
連
資
料

本
論
考
の
調
査
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
釜
関
係

文
献
、
鋳
物
師
に
関
す
る
論
考
・
資
料
、
鉱
物
に
関

す
る
資
料
、
製
鉄
研
究
の
論
考
、
鎌
、
金
工
関
係
、

発
掘
調
査
報
告
等
を
挙
げ
る
。

2
-
m、
近
現
代
の
研
究
資
料
の
ま
と
め

近
現
代
の
ま
と
め
と
し
て
前
田
泰
次
の
『
茶
釜
の

旅
』
の
論
評
を
引
用
す
る
。

-
香
取
秀
真
一

『
新
撰
茶
之
湯
釜
図
録
』
は
茶
釜
の
学
術
的
研
究

書
と
し
て
の
草
分
け
役
を
果
た
し
た
。
し
か
し
『
釜

師
之
由
緒
』
「
名
物
釜
所
持
名
寄
』
や
『
茶
道
室
蹄
』
『
鋳

家
系
』
か
ら
曳
く
所
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
江

戸
期
の
丈
献
を
ど
こ
ま
で
信
用
し
て
よ
い
か
は
問
題

が
あ
る
。
こ
の
点
で
香
取
の
研
究
に
も
或
る
限
度
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

-
長
野
姪
志

釜
師
が
書
い
た
茶
釜
の
歴
史
及
び
技
術
的
変
遷
史

書
と
し
て
最
も
力
作
で
あ
る
と
共
に
、
よ
く
作
例
を

拾
っ
て
い
る
。
芦
屋
系
の
特
色
と
天
命
系
を
対
立
し

て
考
え
、
鋳
造
技
術
的
及
、
び
造
形
的
特
色
と
そ
の
変

遷
を
追
う
研
究
書
と
し
て
重
要
な
参
考
文
献
と
云
え

よ
う
。
ま
た
芦
屋
系
と
称
さ
れ
る
釜
が
日
本
に
所
々

あ
る
の
を
丹
念
に
拾
っ
て
、
そ
の
特
色
を
釜
師
の
固

か
ら
指
摘
し
て
い
る
の
が
「
あ
し
や
系
の
釜
』
で
あ

る
。
古
芦
屋
の
研
究
を
進
め
る
と
共
に
自
ら
が
古
芦

屋
釜
の
復
興
に
つ
と
め
、
砂
鉄
釜
鋳
造
に
成
功
し
た

努
力
は
、
近
代
鉄
鋳
物
史
上
に
特
筆
す
べ
き
彼
の
業

績
と
云
え
よ
う
。
ま
た
釜
の
材
質
の
相
違
や
産
地
や

時
代
に
よ
る
釜
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
様
式
の
違
い

な
ど
を
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。

茶
釜
の
起
源
論
や
作
品
の
年
代
鑑
定
に
つ
い
て
は

細
見
良
と
か
な
り
対
立
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
し
長
野
説
に
は
前
回
自
身
も
疑
問
を
呈
し
て
い

る。-
細
見
良

日
本
の
古
代
土
器
や
絵
巻
物
等
を
基
礎
に
、
茶
の

湯
以
前
の
鉄
釜
を
考
察
し
、
和
鏡
の
模
様
と
釜
の
地

紋
の
関
係
を
研
究
し
て
い
る
点
で
は
長
野
垣
志
と
研

究
手
法
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
芦
屋
釜
の
銀
付
や
釜

の
口
か
ら
肩
を
通
っ
て
胴
に
流
れ
る
線
の
時
代
的
変

遷
な
ど
実
物
実
測
の
上
で
の
論
考
に
特
色
が
あ
る
。

天
命
や
京
釜
に
つ
い
て
は
芦
屋
釜
ほ
ど
の
熱
を
入
れ
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ず
、
地
方
の
芦
屋
釜
に
つ
い
て
も
軽
く
触
れ
る
程
度

で
あ
る
。

以
上
は
前
田
の
著
書
を
引
用
し
た
。
川
間

・
森
田
藤
則

森
田
論
文
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
「
学
生
時
代
か
ら

鋳
物
師
緊
落
の
解
明
に
興
味
を
持
ち
調
査
し
て
き

た
o
」
と
述
べ
、
特
に
晩
年
に
な
っ
て
越
前
釜
の
研
究

を
精
力
的
に
進
め
た
。
そ
し
て
千
余
口
の
釜
を
調
査

し
、
自
ら
約
三
百
口
を
蒐
集
し
た
。
ま
た
長
野
・
細

見
等
と
の
親
交
も
あ
り
、
越
前
釜
の
研
究
の
論
文
を

発
表
し
た
。
そ
し
て
森
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

約
三
百
口
の
収
集
し
た
越
前
釜
を
武
生
市
に
寄
託
し

て
い
る
。

3
、
今
後
の
課
題

①
鉱
山
・
製
鉄
遺
跡
・
鋳
物
師
遺
跡
の
発
見
と
解
明

日
野
山
系
の
鉱
山
間
歩
は
か
な
り
把
握
さ
れ
て
い

る
が
、
未
発
見
の
も
の
も
多
い
よ
う
だ
。
と
り
わ
け

製
鉄
遺
跡
・
鋳
物
師
遺
跡
は
全
く
の
手
付
か
ず
の
状

能
山
で
あ
る
。

金
津
の
砂
鉄
製
鉄
遺
跡
は
調
査
報
告
が
あ
る
。

②
釜
、
鉄
製
品
及
び
鉄
浮
の
化
学
分
析

福
岡
県
芦
屋
町
の
遺
跡
調
査
報
告
で
は
地
元
の
八

幡
製
鉄
が
専
門
的
な
化
学
分
析
を
し
て
お
り
、
釜
場

遺
跡
や
精
錬
遺
跡
の
調
査
で
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
当
地
で
は
皆
無
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
中
世

の
金
属
器
遺
物
の
化
学
分
析
も
で
き
て
い
な
い
よ
う

だ
。
か
な
り
の
温
度
差
を
感
じ
る
。

③
近
世
作
釜
の
鉄
材
産
地
解
明

森
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
多
く
の
越
前
釜
の
収
集
品

を
よ
く
ぞ
残
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
高
く
そ
の
功

績
を
称
え
た
い
。
ま
た
武
生
市
に
は
掛
け
替
え
の
な

い
文
化
資
産
を
大
切
に
保
存
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
、
今
日
の
進
展
し
た
化
学
分
析
技
術
に
よ
っ
て
、

釜
・
製
鉄
精
錬
遺
物
・
鉄
浮
等
々
の
デ
ー
タ
を
付
き

合
わ
せ
、
産
鉄
地
の
解
明
に
着
手
を
願
い
た
い
も
の

で
あ
る
。

第

2
章
、
越
前
芦
屋
釜
に
関
す
る
調
査
研
究

第

1
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
越
前
芦
屋
釜
は
ど

こ
で
作
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
納
得
で
き
る
証
明

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
先
学
の
研
究
は
主
と
し

て
釜
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
当
地
の
鉱
山

・
製
錬
・
鋳
物
関
係
の
遺
跡
・
遺
物
に
は
ア
プ
ロ
ー

チ
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
釜
に
加
え
、
そ
の
素
材
の
産
鉄
地
・
釜
製

作
地
の
両
面
か
ら
の
解
明
が
不
可
欠
と
考
え
追
跡
し

た
。
判
明
し
た
事
柄
を
記
し
て
み
た
い
。

ー
、
鉱
物
関
係
資
料
と
越
前
釜
の
産
鉄
地
・
製
鉄
遺
跡

鉱
山
・
製
鉄
遺
跡
の
予
備
的
な
調
査

『
福
井
県
鉱
物
誌
』
(
昭
和
8
年
市
川
新
松
著
)
に
よ
る
と

・
磁
鉄
鉱
(
F
M
O
L
は
「
三
国
港
及
三
塁
浜
の
沿

岸
に
於
け
る
第
4
紀
新
層
の
細
砂
中
に
風
或
い
は
波

の
淘
汰
に
よ
っ
て
砂
鉄
が
天
然
に
集
め
ら
れ
で
あ

る
。
敦
賀
郡
東
浦
村
、
杉
津
浦
及
松
原
村
等
の
沿
岸

に
於
い
て
も
花
山
岡
岩
の
分
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
第

4
紀
新
層
の
細
砂
中
よ
り
砂
鉄
を
集
む
る
こ
と
を
得

べ
し
。
同
郡
粟
野
村
野
坂
鉱
山
よ
り
は
古
世
紀
変
質

岩
中
よ
り
塊
状
の
磁
鉄
鉱
を
出
ず
。
南
条
郡
鹿
蒜
村

二
屋
鉱
山
に
於
い
て
は
古
世
紀
岩
中
よ
り
塊
状
の
磁

鉄
鉱
を
出
ず
。
塊
状
を
な
せ
る
磁
鉄
鉱
は
ま
た
今
立

郡
味
真
一
野
村
入
谷
に
近
き
ロ
ク
ロ
シ
鉱
山
に
於
い
て

も
見
出
さ
る
O
L

と
あ
る
。
よ
っ
て
敦
賀
鋳
物
師
、
三

国
鋳
物
師
は
こ
う
し
た
砂
鉄
を
得
て
作
釜
し
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
は
真
砂
(
比
較
的
良
質
な

砂
鉄
)
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

-
褐
鉄
鉱

(F。
)
は
「
黄
鉄
鉱
後
の
褐
鉄
鉱
は
丹

生
郡
朝
日
村
佐
々
牟
志
神
社
の
土
壌
中
よ
り
出
ず
。

里
人
之
を
呼
び
て
天
狗
の
撒
き
た
る
砂
と
云
う
o
」こ

れ
は
金
谷
の
山
続
き
の
佐
々
生
の
記
述
で
あ
る
。
ま

た
『
常
盤
郷
土
誌
』
で
は
「
鉄
鉱
は
金
谷
区
の
東
側
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の
溜
池
の
底
に
あ
た
る
所
」
側
と
記
し
て
お
り
、
同

系
統
の
鉱
脈
で
あ
ろ
う
か
。
金
谷
鋳
物
師
は
こ
れ
を

用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
あ
ま
り
良
質
な

鉄
鉱
と
は
い
え
な
い
。

-
閃

E
鉛
鉱
(
N
E
)
「
塊
状
を
な
せ
る
閃

E
鉛
鉱
は

今
立
郡
文
室
・
入
谷
、
南
条
郡
牧
谷
鉱
山
等
よ
り
出

ず
る
も
の
な
る
も
結
晶
を
な
せ
る
も
の
は
次
の
鉱
山

よ
り
出
る
も
の
な
り
。
今
立
郡
上
池
田
村
魚
見
鉱
山

に
於
い
て
は
黒
色
の
閃
亜
鉛
鉱
が
黄
鉄
鉱
と
と
も
に

共
産
す
る
も
の
な
り
。

-
黄
鉄
鉱
(
明
。
伊
)
「
今
立
郡
上
池
田
村
魚
見
鉱
山

に
於
い
て
は
黄
鉄
鉱
の
結
晶
が
褐
色
の
粘
土
を
含
め

る
含
め
る
多
く
の
鉱
嚢
中
よ
り
閃

E
鉛
鉱
と
共
に
出

ず
る
も
の
な
り
。
南
条
郡
北
柏
山
村
牧
谷
鉱
山
の
本

間
歩
に
於
い
て
は
立
方
体
或
い
は
立
方
体
と
五
角
十

二
面
体
と
の
集
晶
よ
り
な
り
た
る
結
晶
が
多
量
に
産

出
す
る
も
の
に
し
て
径
一
乃
至
六
セ
ン
チ
に
達
す
結

晶
の
大
な
る
こ
と
は
其
名
本
邦
に
高
し
。
今
立
郡
味

真
野
村
丈
室
鉱
山
よ
り
も
閃
亜
鉛
鉱
、
方
鉛
鉱
(
翠
∞
)

等
と
共
に
立
方
体
を
な
せ
る
黄
鉄
鉱
の
結
晶
を
出

ず
。
」

・
磁
硫
鉄
鉱
(
明
白
印
)
「
南
条
郡
北
柏
山
村
牧
谷
鉱
山

の
本
間
歩
に
於
い
て
は
塊
状
を
な
せ
る
磁
硫
鉄
鉱
が

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

ると文 ら産方
。云室・るす鉛
うに硫己る鉱
己於カ 。及

けド 本閃
以るニ 鉱亙
上 E ユ 物鉛
が鉛ウ は鉱
日鉱ム 目等
野山鉱 下と
山よ宵 ベ共
系り島 ニに
のも『 ガ鉱
鉱産今 ラ嚢
物す立 の中
のる郡 原よ
記も味 料り
述の真 に多
でな野 用量
あり村 いに

ま
た
当
地
の
小
字
名
は
多
く
の
鉱
山
及
、
ぴ
関
連
名

が
み
ら
れ
る
。
文
室
で
は
矢
ノ
谷
、
金
砂
、
銀
山
、

鋳
場
、
萱
谷
で
は
釜
屋
敷
、
中
居
で
は
金
ケ
谷
、
鐘

ヶ
谷
、
釜
ケ
淵
、
入
谷
で
は
金
場
、
桧
尾
谷
で
は
鍛

冶
回
、
大
坪
で
は
鍛
冶
屋
畑
等
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
製
鉄
精
錬
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
越
前
釜
の

原
料
採
鉱
地
が
証
明
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

0

2
、
日
野
山
を
中
心
と
し
た
鉱
山
遺
跡
の
探
査

ふ

む

ろ

2

1

、
武
生
市
文
室
地
区
の
鉱
山
遺
跡

あ
り
が
た
ん

①
秋
良
谷
銀
山
遺
跡

地
元
で
は
銀
山
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
戦
前

後
ま
で
石
灰
石
採
集
が
行
わ
れ
、
主
と
し
て
秋
良
谷

の
南
側
斜
面
で
稼
業
領
域
が
重
な
り
破
壊
さ
れ
た

が
、
そ
の
他
の
銀
山
遺
跡
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
。
間
歩
、
登
り
窯
、
沈
殿
池
、
飯
場
、
神
社

等
の
石
積
遺
構
が
比
較
的
良
好
に
残
存
し
て
い
る
。

間
字
秋
良
谷
の
谷
あ
い
を
登
る
と
、
お
よ
そ
長
さ

m

m
・
幅

m
m
-
深
さ

l
m
ほ
ど
の
広
さ
の
沈
殿
池
遺

構
が
あ
り
、
そ
の
上
手
の
北
面
の
ふ
も
と
に
は
神
社

の
石
積
み
が
あ
り
、
そ
の
台
上
に
自
然
石
に
「
神
明

神
社
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
南
面
の
ふ
も
と
に
は
小

さ
な
坑
口
が
あ
る
が
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

上
手
一
帯
に
は
谷
川
に
面
し
て
石
積
み
開
削
平
地
が

諸
所
に
散
見
さ
れ
る
。
ふ
も
と
よ
り
谷
あ
い
を
叩

m

ほ
ど
登
っ
た
谷
の
正
面
右
脇
に
主
坑
口
が
あ
る
。
坑

口
は

2
m
隔
て
て

2
つ
あ
り
、
人
工
的
に
閉
塞
さ
れ

て
い
る
。
坑
口
か
ら
直
下
の
谷
に
ズ
リ
出
し
が
行
わ

れ
、
幅

m
m
長
さ
却

m
ほ
ど
の
大
量
の
ズ
リ
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
更
に
上
方
却

m
に
も
小
さ
な
坑
口
が

あ
る
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
左
上
方
で
石
灰
石
の
採

鉱
が
行
わ
れ
た
た
め
、
旧
態
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

主
坑
口
周
辺
に
は
随
所
に
比
較
的
小
さ
な
空
間
の
石

積
み
遺
構
が
散
見
さ
れ
、
坑
夫
の
飯
場
跡
と
見
ら
れ

る
。
ズ
リ
場
の
下
端
よ
り
叩

m
下
が
っ
た
南
側
の
斜

面
に
奥
行
き
叩

m
-
幅

m
m
の
開
削
平
地
が
あ
り
、

そ
こ
に
日

m
ほ
ど
隔
て
て
主
軸
が
北
西
方
位
の

2
基

の
登
り
窯
跡
が
あ
る
。
主
坑
口
付
近
よ
り
採
集
し
た

鉱
石
の
主
成
分
は
鉄
・
亜
鉛
で
あ
っ
た
。

な
お
近
年
に
主
杭
口
の
左
上
方
と
左
側
脇
の
斜
面
で
石
灰
石
採
集
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が
行
わ
れ
、
そ
こ
よ
り
南
斜
面
を
真
横
東
方
向
に

l
m
幅
の
ト
ロ
ッ

コ
道
が
作
ら
れ
、
前
出
の
南
谷
の
ふ
も
と
ま
で
石
灰
石
が
運
ば
れ
、

そ
こ
で
石
灰
が
焼
か
れ
て
い
た
。
南
谷
の
ふ
も
と
に
は
石
灰
用
穴
窯

の
遺
構
も
残
っ
て
い
る
。
更
に
南
斜
面
を
谷
の
ふ
も
と
ま
で
延
び
る

ト
ロ
ッ
コ
道
が
開
削
さ
れ
、
谷
の
ふ
も
と
に
も
石
灰
用
穴
窯
の
遺
構

も
残
っ
て
い
る
。

②
南
火
口
銀
山
遺
跡

地
元
で
は
銀
山
跡
と
伝
え
て
い
る
。
印
字
南
谷
に

あ
り
、
山
裾
の
平
地
を
除
い
て
、
北
東
方
位
の
斜
面

に
あ
る
銀
山
遺
跡
は
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
。
斜
面
を
お
よ
そ

m
m
ほ
ど
登
っ
た
山
の
中
腹
よ

り
上
方
の
斜
面
に
問
歩
が
幾
重
に
も
掘
ら
れ
、
間
歩

数
は
約
叩
程
度
と
見
ら
れ
る
。
正
確
に
把
握
で
き
な

い
理
由
は
旧
問
歩
の
上
部
に
新
聞
歩
が
掘
ら
れ
、
旧

坑
口
が
自
然
閉
塞
さ
れ
て
い
る
為
で
あ
る
。
間
歩
群

の
最
下
方
に
は

2
つ
の
坑
口
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の

坑
口
の
前
面
に
奥
行
き

3
m
-
横
幅
7
m
の
平
地
が

あ
り
、
そ
の
直
下
か
ら
竪
堀
(
鉱
石
搬
送
用
)
長
さ

印

m
・
幅
2
m
-
深
さ

l
m
が
二
条
並
ん
で
下
方
に

向
か
っ
て
斜
度
判
度
の
急
斜
面
に
掘
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
竪
堀
に
平
行
し
て
叫

m
下
が
っ
た
地
点
の
両
サ

イ
ド
に
一
基
づ
っ
登
り
窯
が
配
さ
れ
て
い
る
。
竪
堀

の
す
ぐ
東
側
に
あ
る
登
り
窯
は
お
よ
そ
長
さ

m
m
-

底
幅

2
m
で
あ
り
、
そ
の
登
り
窯
の
焚
口
近
傍
か
ら

鉱
浮
と
炉
壁
片
を
採
集
し
た
。
(
分
析
結
果
は
後
述
)

ま
た
、
そ
の
焚
き
口
の
前
面
に
は
奥
行
き
3
m
・
幅

5
m
ほ
ど
の
開
削
平
地
が
あ
り
、
そ
の
下
方
一
帯
に

は
小
さ
く
砕
か
れ
た
主
と
し
て
石
灰
石
の
ズ
リ
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
竪
堀
よ
り
鉱
石
を
取
り
出

し
、
第
二
次
選
鉱
を
行
っ
て
か
ら
登
り
窯
に
投
入
し

て
い
た
よ
う
だ
。
前
述
の
竪
堀
の
西
側
に
も
う
一
条

長
さ

m
mほ
ど
の
竪
堀
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
長
さ

却

m
の
西
側
の
登
り
釜
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
竪
堀
の
上
端
は
坑
口
に
面
し
た
平
坦
地
直
下
と
な

っ
て
お
り
、
採
掘
し
た
鉱
石
を
竪
堀
に
投
げ
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
竪
堀
は
鉱
石
の
運
搬

労
務
の
削
減
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
落
下
の
過

程
で
粉
砕
が
進
行
す
る
、
合
理
的
な
手
法
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
坑
口
よ
り
南
方
に
向
か
っ
て
長
さ
約

m
m
-
道
幅

l
m
ほ
ど
の
ズ
リ
出
し
用
の
横
道
が
形

成
さ
れ
、
隣
の
小
さ
な
別
の
谷
が
長
さ
叩

m
・
幅
叩

m
の
第
一
次
選
鉱
の
ズ
リ
捨
て
場
に
な
っ
て
い
る
。

ズ
リ
の
大
半
は
石
灰
岩
で
あ
る
。
ズ
リ
出
し
道
の
南

端
に
も
坑
口
が

5
m
ほ
ど
隔
て
て

2
つ
あ
る
。
こ
の

坑
口
は
鉱
害
防
止
の
た
め
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
左
側

の
坑
口
は
少
し
の
隙
間
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
覗
く
と

坑
道
に
は
赤
色
の
水
が

m
m程
度
溜
ま
っ
て
お
り
、

明
ら
か
に
鉄
系
の
鉱
脈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当

間
歩
よ
り
採
集
し
た
鉱
石
の
主
成
分
は
鉄
・
亜
鉛
で

あ
っ
た
。
ま
た
前
記
の
竪
堀
の
二
条
は
ふ
も
と
ま
で

伸
び
て
お
り
、
ふ
も
と
に
は
石
留
め
の
石
積
み
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
比
較
的
大
き
な
鉱
石
は
ふ
も
と
ま

で
落
下
し
、
ふ
も
と
で
処
理
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ

ヲゐ。残
念
な
が
ら
南
谷
の
ふ
も
と
の
平
地
は
近
代
に
畑
化
さ
れ
、
遺
跡

は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
況
は
杉
林
と
な
っ
て
い
る
。

③
下
桂
谷
銀
山
遺
跡

地
元
で
は
銀
山
跡
と
伝
え
て
い
る
。
印
字
下
桂
谷

に
あ
り
、
西
谷
川
の
砂
防
堰
堤
よ
り

m
m下
流
地
点

に
あ
る
。
西
側
堤
防
よ
り
約

2
m
上
の
山
の
斜
面
に

m
mほ
ど
隔
て
て
坑
口
が

2
つ
あ
る
。
鉱
毒
対
策
の

た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
間
歩

は
か
な
り
深
く
掘
ら
れ
て
い
る
と
地
元
の
人
は
言

う。

2
つ
の
坑
口
の
聞
に
は
幅
I
m
ほ
ど
の
作
業
道

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
南
側
の
坑
口
付
近
に
は
採
鉱

溜
と
思
わ
れ
る
微
細
鉱
石
群
の
塊
(
お
よ
そ
幅

2
m

-
長
さ

4
m
・
深
さ

l
m
)
が
露
出
し
て
い
る
。
こ

の
鉱
石
の
主
成
分
は
鉄
・

E
鉛
で
あ
り
、
前
出
の
南

谷
・
秋
良
谷
と
同
様
で
あ
る
。
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④
唐
木
亜
鉛
鉱
山

唐
木
谷
川
第
1
堰
堤
の
右
方
よ
り
山
道
を
約
l
凶

ほ
ど
登
っ
た
地
点
か
ら
東
斜
面
に
距
離
l
M
・
幅
2

m
の
ト
ロ
ッ
コ
道
が
作
ら
れ
て
い
る
。
山
頂
付
近
に

横
木
で
補
強
さ
れ
た
坑
口
が
あ
る
。
坑
口
付
近
で
採

集
し
た
サ
ン
プ
ル
の
主
成
分
は
亜
鉛
リ
ッ
チ
の
鉄
・

亜

鉛

で

あ

っ

た

。

長

年

放

置

さ

れ

て

い

た

た

め

に

坑

口

は

自
然
崩
落
に
よ
り
閉
塞
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
戦
前
ま
で
は
亜
鉛
鉱

石
を
採
鉱
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
ふ
も
と
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
に
よ
り
運
搬

さ
れ
、
ふ
も
と
に
は
選
鉱
場
・
沈
殿
池
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
鉱
石

は
氷
見
ま
で
鉄
道
輸
送
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
船
積
み
さ
れ
て
電
気
精
錬

に
よ
り
亜
鉛
精
製
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
中

近
世
の
遺
跡
は
近
現
代
の
開
発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ

る。

な
お
た
ん

⑤
下
直
谷
間
歩
(
別
名
瓜
矢
坂
)

印
字
下
直
谷
の
谷
川
沿
い
に
約
問

m
ほ
ど
上
流
の

南
斜
面
を

5
m
ほ
ど
登
っ
た
地
点
に
坑
口
が
あ
る
。

昭
和
初
期
ま
で
稼
業
し
た
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

鉱
石
の
主
成
分
は
鉄
・
亜
鉛
で
あ
っ
た
。

言
い
伝
え
に
よ
る
と
古
い
鉱
山
を
再
開
発
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
間
歩
内
に
ト
ロ
ァ
コ
が
引
き
入
れ
ら
れ
、
ふ
も
と
ま
で
ト
ロ
ッ

69 

コ
道
が
残
っ
て
い
る
。
間
歩
下
方
に
は
選
鉱
場
跡
も
残
っ
て
い
る
。

ま
た
選
鉱
場
よ
り
下
方
一
帯
は
団
地
化
さ
れ
て
お
り
、
古
い
遺
構
は

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

破
壊
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
況
は
杉
林
と
な
っ
て
い
る
。
川
州

⑥
秋
良
谷
・
南
谷
遺
跡
の
比
較

南
谷
銀
山
は
三
条
の
鉱
石
輸
送
用
竪
堀
と
左
右
に

2
基
の
登
り
窯
が
配
さ
れ
、
ズ
リ
捨
て
場
も
別
の
場

所
に
設
け
る
な
ど
、
鉱
山

0

フ
ラ
ン
の
基
に
合
理
性
を

追
求
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
組
織
的
で
資
金
力
に
富

ん
だ
経
営
が
行
わ
れ
た
印
象
が
あ
り
、
近
世
の
鉱
山

遺
蹟
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
秋
良
谷
銀
山
は
石
積
み
の
坑
夫
飯
場
跡
が

諸
所
に
所
狭
し
と
見
か
け
ら
れ
、
ま
た
鉱
山

0

フ
ラ
ン

も
理
解
し
が
た
く
、
成
り
行
き
ま
か
せ
の
感
が
あ

る
。
坑
夫
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
稼
業
し
た
よ
う
に

み
ら
れ
、
秋
良
谷
鉱
山
は
南
谷
鉱
山
よ
り
も
古
い
時

代
の
遺
蹟
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
当
地
に
は
「
秋
良

谷
七
人
衆
は
下
文
室
の
草
分
け
」
と
の
言
い
伝
え
も

あ
り
、
前
記
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ω

2

2

、
南
条
町
鋳
物
師
・
牧
谷
地
区
の
鉱
山
遺
跡

①
お
と
ば
み
鉱
山
遺
跡

当
遺
跡
は
鋳
物
師
団
字
不
動
山
に
あ
る
。
不
動
滝

に
向
か
う
駐
車
場
の
東

m
mに
あ
る
谷
川
沿
い
を
制

m
ほ
ど
登
っ
た
地
点
に
あ
る
。
東
側
谷
ふ
も
と
の
間

歩
は
よ
く
残
存
し
て
い
る
。

5
m
上
方
に
は
も
う
l

つ
の
坑
口
が
あ
る
が
自
然
崩
落
に
よ
り
閉
塞
さ
れ
て

い
る
。
谷
の
正
面
一
帯
は
ズ
リ
捨
て
場
と
な
っ
て
い

る
が
、
量
的
に
は
さ
し
て
多
く
な
い
。
ズ
リ
は
大
半

が
石
灰
石
で
あ
る
。
西
面
に
は
全
長

m
mで
主
軸
が

南
東
方
位
の
登
り
窯
跡
が
一
基
見
ら
れ
る
が
、
雨
水

が
流
れ
込
み
、
窯
底
は
流
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
更
に
西
日

m
、
m
m
に
2
つ
の
坑
口
が
見
ら
れ

る
が
自
然
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
鉱
石
を
分
析
し
た
結

果
鉄
分
が
多
く
、
亜
鉛
が
比
較
的
少
な
く
、
マ
ン
ガ

ン
の
含
有
が
多
い
よ
う
だ
。

駐
車
場
よ
り
下
方
の
緩
斜
面
一
帯
は
戦
中
に
開
拓
地
と
し
て
拓
か

れ
、
鉱
山
の
付
帯
遺
跡
は
破
壊
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

②
寺
谷
間
歩

当
遺
跡
は
牧
谷
山
字
筆
黒
山
・
川
字
寺
山
〈
口
山
に
あ

る
。
上
牧
谷
の
集
落
上
手
よ
り
約
1
加
ほ
ど
北
上
し

た
地
点
に
簡
易
水
道
取
水
小
屋
が
あ
る
。
そ
の
地
点

よ
り
別

m
聞
の
谷
川
の
東
側
一
帯
に
は
い
く
つ
か
の

坑
口
が
あ
る
。
更
に

1
凶
ほ
ど
登
っ
た
谷
川
に
は
切

石
を
積
み
上
げ
た
砂
防
提
が
あ
り
、
東
側
上
流
(
却

m)
に
も
坑
口
が
散
見
さ
れ
る
が
自
然
崩
落
に
よ
り

閉
塞
さ
れ
て
い
る
。

簡
易
水
道
取
水
小
屋
よ
り
下
方
の
緩
斜
面
一
帯
は
昭
和
初
期
に
開

墾
さ
れ
、
水
田
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
鉱
山
の
付
帯
遺
跡
は

破
壊
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
な
お
集
落
よ
り

m
mほ
ど
北
上
し
た
東
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斜
面
ふ
も
と
に
い
く
つ
か
の
坑
口
が
あ
り
、
自
然
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。

春
先
に
な
る
と
そ
の
あ
た
り
か
ら
大
量
の
赤
い
水
が
噴
出
し
て
い

る
。
こ
の
間
歩
は
昭
和
初
期
ま
で
稼
業
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

付
近
に
鉱
石
置
き
場
が
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
前
述
の

2
M
上
方
の

砂
防
提
よ
り
東
側
上
流

(
m
m
)
の
谷
川
寄
り
に
は
露
天
堀
に
近
い

状
態
で
採
掘
さ
れ
て
い
る
。
発
破
な
ど
を
使
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
紅
殻
の
精
製
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
砂
防
堰
堤
よ

り
叩

m
右
岸
下
流
に
は
近
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
飯
場
跡
の
石
積
が

ふめる。
3
、
鉱
物
製
錬
遺
跡
と
収
集
サ
ン
プ
ル
の
調
査

①
登
り
窯

南
谷
銀
山
の
東
側
の
登
り
窯
は
斜
度
判
度
の
斜
面

に
作
ら
れ
て
お
り
、
焚
き
口
の
底
幅
は

2
m
で
長
さ

m
m
ほ
ど
あ
る
。
焚
き
口
の
平
地
は
幅

5
m奥
行
き

3
m
ほ
ど
の
広
さ
で
、
焚
き
口
の
東
側

5
m
上
方
に

は
幅
2
m
-
長
さ
印

m
の
横
道
が
作
ら
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
燃
料
の
薪
置
き
場
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
窯

は
北
東
方
位
に
向
い
て
お
り
或
い
は
季
節
風
を
取
り

込
ん
で
、
窯
の
温
度
を
高
め
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
o

中
世
窯
業
の
登
り
窯
と
大
き
さ
を
比
べ
れ
ば
大

型
の
部
類
に
入
る
よ
う
だ
。
鉱
業
用
と
し
て
登
り
窯

が
使
用
さ
れ
た
報
告
事
例
は
多
く
な
い
よ
う
で
あ

り
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
特
異
な
鉱
石
で
あ
る
た

め
、
越
前
特
有
の
鉱
業
技
術
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
(
後
述
)

越
前
古
窯
で
用
い
ら
れ
た
登
り
窯
と
の
関
連
や
、

朝
倉
氏
が
山
城
に
用
い
た
畝
状
竪
堀
と
鉱
石
運
搬
用

堅
堀
の
類
似
性
も
、
時
代
考
察
の
参
考
資
料
と
な
ろ

、司ノ。②
鉱
淳

文
室
南
谷
の
南
側
の
登
り
窯
の
焚
き
口
付
近
で
鉱

津
を
採
集
し
た
。
外
形
は
石
炭
カ
ス
状
に
ス
カ
ス
カ

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
採
鉱
時
の
破
断
面
が
残

り
、
原
鉱
石
よ
り
少
し
軽
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
比

較
的
持
ち
重
り
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
鉱

浮
の
表
面
は
黒
色
で
部
分
的
に
金
属
質
が
流
出
し
た

空
隙
が
散
見
さ
れ
る
。
分
析
の
結
果
、
ス
カ
ス
カ
状

の
鉱
浮
は
鉄
・
亜
鉛
の
残
量
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

持
ち
重
り
す
る
鉱
浮
の
表
面
は
ク
レ

l
タ
状
に
な
っ

て
お
り
、
部
分
的
に
光
沢
の
あ
る
金
属
質
が
漆
み
、
だ

し
て
い
る
。
持
ち
重
り
が
す
る
鉱
淳
も

2
系
統
あ

る
。
表
面
の
空
隙
中
に
径

M
m
程
度
の
水
晶
柱
が
立

っ
て
い
る
も
の
は
内
部
も
水
晶
の
結
晶
が
多
く
、
分

析
の
結
果
内
部
・
外
部
と
も
鉄
・
亜
鉛
が
良
く
抜
け

て
い
る
。
一
方
、
石
灰
分
が
多
い
も
の
は
、
表
面
に

は
少
し
の
鉄
と
チ
タ
ン
が
残
っ
て
お
り
、
内
部
は
石

灰
・
マ
ン
ガ
ン
・
鉄
は
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
亜
鉛

は
良
く
抜
け
て
い
る
よ
う
だ
。
よ
っ
て
石
灰
質
の
鉱

石
は
内
部
に
鉄
を
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
表
面
は
鉄
分
を
溶
融
し
て
お
り
、
存
外
に
鉄
分

が
抜
け
て
い
る
。

③
炉
壁
材
片

南
谷
の
登
り
窯
の
焚
き
口
付
近
で
炉
壁
材
片
を
採

集
し
た
。
炉
壁
片
は
赤
土
を
用
い
た
赤
色
で
表
面
は

黒
く
変
色
し
て
し
て
い
る
。
こ
の
断
片
は
少
し
磁
気

反
応
が
あ
り
、
分
析
の
結
果
、
表
面
か
ら
思
を
検
出

1
u
hん
。

な
お
当
地
の
近
代
の
石
灰
用
穴
窯
の
構
造
は
筒
状
に
石
を
積
み
上

げ
、
そ
の
内
側
を
赤
土
で
塗
り
込
め
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
登
り

窯
の
炉
底
・
炉
壁
も
同
じ
よ
う
な
構
造
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

ス
ω

。
④
ま
と
め

以
上
の
こ
と
か
ら
登
り
窯
は
温
度
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

り
、
最
高
温
度
が
十
分
で
あ
っ
た
部
分
と
、
不
十
分

な
温
度
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄
分
を
溶
融
し
切
っ
て
い

な
い
部
分
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

登
り
窯
は
ふ
い
ご
を
伴
わ
な
い
構
造
で
あ
る
た
め
最
高
温
度
に
限
界

が
あ
る
。
な
お
N
ロ
の
融
点
は

ω℃
、
〉
加
の
融
点
似
℃
で
思
の
融
点
加

℃
に
比
し
て
低
い
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よ
っ
て
当
登
り
窯
は
主
と
し
て
亜
鉛
・
銀
の
粗
分
離

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ス
カ
ス
カ

の
鉱
浮
は
鉄
を
溶
融
し
切
っ
て
い
た
し
、
炉
壁
材
に

も
鉄
が
吸
着
し
て
お
り
、
収
率
は
低
い
な
が
ら
も
鉄

が
得
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
『
鉱
山

の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
「
銀
鉱
は
盛
時
に
は
粉
砕
し
淘

汰
す
る
と
い
う
選
鉱
を
行
わ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
吹

く
良
鉱
(
石
お
ろ
し
と
い
う
)
の
採
掘
が
、
む
し
ろ

中
心
で
あ
っ
た
」
同
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
当
地

で
は
鉄
が
多
く
含
ま
れ
た
鉱
石
で
あ
る
た
め
、
時
代

が
下
が
っ
て
も
こ
の
方
式
が
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
鉱
浮
は
登
り
窯
の
焚
き
口
付
近
の
竪

堀
中
で
採
集
し
た
。
ま
た
大
量
に
鉱
石
が
採
鉱
さ
れ

た
割
に
は
遺
存
す
る
鉱
浮
は
存
外
に
少
な
い
。
よ
っ

て
亜
鉛
・
銀
を
粗
取
り
し
た
後
の
鉱
淳
は
ふ
も
と
ま

で
運
ば
れ
、
再
活
用
(
鉄
の
抽
出
)
が
行
わ
れ
た
可

能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
鉱
浮
は

熔
焼
酸
化
し
た
も
の
と
同
じ
位
置
づ
け
と
も
な
り
、

こ
の
後
に
木
炭
を
用
い
た
還
元
精
錬
が
行
わ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
凶

と
も
あ
れ
、
収
率
は
少
な
い
な
が
ら
も
当
銀
鉱
山

よ
り
鉄
を
産
し
た
こ
と
は
明
白
に
な
っ
た
。

し
か
し
越
前
芦
屋
釜
の
原
材
料
産
地
を
特
定
す
る

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

に
は
当
登
り
窯
の
使
用
年
代
と
釜
の
組
成
分
析
を
突

合
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
正
式

発
掘
調
査
と
年
代
測
定
結
果
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

.
V
 因

み
に
江
戸
後
期
に
発
見
さ
れ
、
稼
業
し
た
堀
名
銀
山
跡
(
勝
山

市
荒
土
町
)
の
大
吹
所
跡
目
仰
を
探
査
し
た
が
、
登
り
窯
で
は
な
く
、

丸
窯
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
粉
砕
・
淘
汰
法
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ、っ。
4
、
鋳
物
師
遺
跡
の
探
索
と
収
集
サ
ン
プ
ル
の
調
査

①
鋳
物
師
遺
跡
の
探
索

五
分
市
釜
、
南
条
鋳
物
師
釜
の
解
明
に
は
、
鋳
物

浮
、
鋳
物
鋳
型
の
検
出
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
。

つ

つ

み

か

な

く

そ

筆
者
は
金
屋
堤
(
溜
池
)
周
辺
を
探
索
し
、
金
糞
(
鋳

物
淳
)
を
採
集
し
た
。
萱
谷
の
{
子
釜
屋
敷
で
も
金
糞

を
採
集
し
た
。
そ
の
他
、
千
僧
供
八
王
子
鐘
の
大
工

の
鞍
谷
長
屋
は
今
の
五
分
市
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の

あ
た
り
の
探
査
も
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
南
条
鋳
物
師
の
旧
居
住
地
と
さ
れ
る
鋳
物
師
臼
字

中
ノ
谷
の
ふ
も
と
の
緩
斜
面
地
帯
に
は
、
旧
樫
尾
宅

の
門
塀
の
石
積
み
が
長
さ

m
m
に
亙
っ
て
依
存
し
て

お
り
、
鋳
造
場
だ
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
同
居
住

遺
構
が
諸
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
鋳
物
淳
の
発
見
に

努
め
て
み
た
い
。

②
金
屋
堤
の
鋳
物
浮

五
分
市
川
品
字
弁
財
天
に
あ
る
金
屋
堤
の
南
方
か
ら

流
れ
込
む
農
業
用
水
の
排
水
路
よ
り
採
集
し
た
。
ま

た
捌

m
西
方
の
排
水
路
か
ら
も
採
集
し
た
。
大
き
い

も
の
で

2
m程
度
で
あ
る
。
水
中
よ
り
取
り
上
げ
た

時
は
黒
褐
色
で
あ
っ
た
が
、
数
日
後
に
は
赤
銅
色
に

錆
化
し
た
。
一
見
石
炭
カ
ス
状
に
な
っ
て
お
り
、
比

較
的
軽
い
。
鉄
淳
中
に
雑
多
な
塊
状
異
物
を
含
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
淳
中
に

4
m
程
度
の
黒
褐
色
で
綴
密

な
丸
み
を
帯
、
び
た
塊
状
物
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
長
球
形
塊
状
物
は

2
1
m
m
の
も
の
を
単
体

で
い
く
つ
か
採
集
し
た
。
分
析
の
結
果
、
鉄
淳
の
主

成
分
は
思
で
の
弘
、
N
ロ
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
大

き
な
塊
状
物
は
巴
と
思
を
検
出
し
た
。
よ
っ
て
こ
の

塊
状
物
は
低
融
点
の
鉄
か
ん
ら
ん
石
(
融
点
附
℃
)

と
判
明
し
た
。
制
比
重
の
重
い
物
質
中
で
石
英
・
水

日
間
と
鉄
が
溶
融
し
て
水
玉
状
に
な
り
凝
固
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
登
り
窯
の
鉱
淳
で
は
水
晶
の
結
日
聞
が
見

ら
れ
た
が
、
こ
の
鉄
か
ん
ら
ん
石
は
精
錬
の
過
程
を

経
た
か
、
鋳
物
溶
鉱
炉
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。
中
国
地
方
産
の
砂
鉄
原
料
の
鉄
材
を
用

い
た
鋳
物
浮
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
異
物
が

混
入
し
て
い
る
筈
は
な
い
。
さ
ら
に
津
中
に
己
の
検
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出
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
鉱
石
鉄
浮
(
岩
鉄
鉱

山
淳
)
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
或
い
は
還
元
精
錬

の
鉱
淳
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
当
地
域
は
耕
地
整

理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
金
屋
堤
は
ほ
ぼ
旧
態
の
ま
ま
で
あ
る
。

③
釜
屋
敷
の
鋳
物
淳

か
や
た
ん

書
旦
谷
お
字
釜
屋
敷
の
現
況
畑
地
よ
り
採
集
し
た
。

大
き
い
も
の
で

2
m程
度
で
赤
み
を
帯
、
び
た
灰
色
で

あ
り
、

U
m
程
度
の
塊
状
異
物
が
含
ま
れ
る
が
比
較

的
少
な
い
。
分
析
の
結
果
思
し
か
検
出
で
き
な
か
っ

た。④
ま
と
め

金
屋
堤
と
釜
屋
敷
の
鋳
物
浮
を
比
較
す
る
と
、
前

者
は
黒
褐
色
で
後
者
は
赤
み
を
帯
び
た
灰
色
で
あ

り
、
塊
状
異
物
の
大
き
き
ゃ
混
入
度
合
い
が
異
な

り
、
全
く
別
系
統
の
産
地
と
考
え
ら
れ
る
。
断
定
は

出
来
な
い
が
、
岩
鉄
鉱
浮
で
あ
る
こ
と
か
ら
金
屋
堤

の
鋳
物
浮
(
還
元
精
錬
浮
か
も
し
れ
な
い
)
は
文
室

産
の
鉄
で
、
釜
屋
敷
の
鋳
物
浮
は
砂
鉄
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

5
、
五
分
市
釣
釜
の
観
察

五
分
市
釜
と
所
伝
の
あ
る
小
型
素
紋
釣
釜
を
一
瞥

す
る
と
外
側
は
比
較
的
滑
ら
か
な
肌
で
、
内
側
は
ハ

ジ
キ
肌
で
あ
る
。
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
甑
口
と
常

張
に
小
さ
な

J

窓
立
ち
が
多
い
。
ま
た
毛
切
り
よ
り
肩

に
向
か
う
胴
部
に
大
き
な
怒
立
ち
が
多
い
。
大
き
な

懸
立
ち
が
集
中
す
る
部
分
を
起
点
と
し
て
毛
切
り
か

ら
釜
底
に
向
か
っ
て
ミ
ミ
ズ
が
這
っ
た
か
の
よ
う

な
、
ガ
ス
抜
け
、
ガ
ス
溜
り
痕
が
見
ら
れ
る
。
甑
口

と
常
張
の
怒
立
ち
の
原
因
は
凝
固
収
縮
に
よ
る
も
の

と
見
ら
れ
る
が
、
胴
部
の
懸
立
ち
の
原
因
は
ガ
ス
の

発
生
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
亜
鉛
の
蒸
気
か
、
酸
化
金

属
の
還
元
作
用
に
よ
り
生
じ
た
ガ
ス
に
よ
も
の
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
釜
底
の
肌
は
滑
ら
か
で
あ
る
の
に
対

し
、
釜
底
の
内
側
は
径

1
1
5
m
の
半
球
状
突
起
群

み
ぞ
れ

(
実
紋
)
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
実
形
成
の
原
因

は
不
明
だ
が
、
釜
底
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
と
、
肌

が
突
起
状
で
あ
る
か
ら
、
中
型
に
荒
砂
を
使
っ
た
こ

と
が
原
因
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
火
底
は
ほ
と
ん
ど

生
ぶ
の
状
態
で
あ
り
錆
は
見
ら
れ
な
い
。
一
一
一
足
に
は

赤
錆
、
内
底
に
は
部
分
的
に
層
ハ
ガ
レ
状
の
鍔
が
見

ら
れ
る
が
、
総
じ
て
錆
は
少
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
釜
の
化
学
分
析
に
よ
り
素
材
の
産
地
解
明
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

6
、
五
分
市
鋳
物
師
の
初
期
の
居
住
地

『
鋳
物
師
稿
』
に
よ
れ
ば
「
松
村
家
由
緒
・
・
今
立

郡
上
真
柄
村
の
類
地
島
に
引
き
移
り
空
地
に
屋
敷
を

構
え
共
、
元
来
水
地
に
て
職
業
な
り
が
た
く
五
分
市

へ
移
り
一
町
四
方
の
屋
敷
七
ケ
所
に
鋳
形
干
場
細
工

場
を
:
・
」
側
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
真
柄
保
の
四
至

だ
ん
は
ら
み
ち

は
今
南
東
郡
と
今
南
西
郡
の
郡
境
は
南
原
路
で
あ
っ

た
。
凶
島
(
今
南
西
郡
内
)
と
金
屋
村
(
今
南
東
郡

内
)
は
地
続
き
で
村
落
内
を
南
原
路
が
通
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
金
屋
堤
(
五
分
市
担
字
弁
財

天
)
で
は
鋳
物
浮
が
あ
る
こ
と
か
ら
鋳
物
師
の
稼
業

し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
ま
た
大

永
中
大
瀧
寺
々
庫
収
納
由
帳
で
は
大
蔵
町
鍛
冶
屋
村

大
工
新
衛
門
が
見
え
る
。

ω当
地
は
金
屋

3
字
御
蔵

田
、
五
分
市
部
字
御
蔵
田
、
北
小
山
泊
字
御
蔵
田
町

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
南
原
路
の
街
道
沿
い
に

出
来
た
町
屋
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に

こ
の
大
蔵
は
郷
家
に
関
わ
る
郷
倉
に
由
来
す
る
地
名

で
あ
り
、
今
立
郡
の
郡
家
に
関
わ
る
正
倉
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
当
時
の
朝
倉
街
道
は
南
よ
り
南
条

町
大
道
か
ら
牧
谷
に
入
り
、
牧
谷
越
え
で
武
生
市
萱

谷
町
に
入
り
、
南
原
路
を
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら

る
。
ま
た
少
し
北
上
す
れ
ば
大
滝
寺
に
向
か
う
参
道

と
直
交
し
て
い
る
。
大
滝
寺
の
参
道
を
西
に
向
か
え

ば
府
中
(
武
生
)
で
あ
り
、
将
に
交
通
の
要
衝
と
な

る
主
往
還
沿
い
に
出
来
た
町
屋
で
、
比
較
的
広
い
区
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域
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
金

屋
村
は
小
山
村
に
属
し
て
い
た
が
、
江
戸
期
に
訴
訟

沙
汰
に
よ
り
金
屋
村
と
し
て
分
村
し
た
o

一
般
的
に

は
金
屋
は
鉱
山
・
鍛
冶
等
の
関
係
地
名
で
あ
る
。
金

屋
の
地
名
は
そ
の
あ
た
り
の
地
名
呼
称
か
、
何
ら
か

の
伝
承
を
元
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る。7
、
越
前
釜
(
五
分
市
釜
)
の
原
材
料
に
つ
い
て

丈
室
の
銀
山
で
は
鉄
を
産
し
た
し
、
金
屋
堤
の
鉱

淳
は
鉱
石
鉄
淳
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な

い
。
ま
た
鉱
石
鉄
浮
の
報
告
事
例
は
非
常
に
少
な

く
、
高
い
確
立
で
当
地
産
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま

た
五
分
市
釜
の
懇
立
ち
の
原
因
は
ガ
ス
で
あ
り
、

E

鉛
含
有
の
当
地
産
の
鉄
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

少
々
強
引
で
は
あ
る
が
、
五
分
市
釜
に
つ
い
て
「
鉱

山
|
登
り
窯
鉱
浮
金
屋
堤
の
鋳
物
淳
五
分
市
釜

l
松
村
家
伝
承
の
故
地
」
と
一
通
り
の
道
筋
が
つ
い

た
よ
う
に
思
う
。
以
上
を
踏
ま
え
全
体
を
考
察
し
て

見
た
い
。

伝
承
に
よ
る
と
銀
山
は
採
算
が
取
れ
な
い
の
で
廃

鉱
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

当
地
の
銀
山
は
鉄
・
亜
鉛
を
中
心
と
す
る
鉱
脈
か
ら

池
田

越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

銀
を
精
製
し
て
い
た
が
「
銀
含
有
率
が
少
な
い
こ

と
」
「
鉱
石
の
硬
度
が
硬
く
採
鉱
・
精
製
コ
ス
ト
が
高

く
つ
い
た
こ
と
」
「
副
次
的
に
得
ら
れ
る
鉄
・
亜
鉛
の

市
場
単
価
が
安
い
こ
と
」
「
鉄
へ
の
異
物
混
入
が
多
い

な
ど
品
質
的
に
劣
る
こ
と
」
な
ど
に
よ
り
採
算
割
れ

を
生
じ
、
休
・
廃
鉱
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
当
初
、
越
前
釜
(
五
分
市
釜
)
は

当
地
銀
山
の
副
産
物
の
鉄
を
用
い
て
き
た
が
、
近
世

中
期
に
な
る
と
採
算
割
れ
の
た
め
地
元
産
の
鉄
が
得

ら
れ
な
く
な
り
、
単
価
の
安
い
中
国
地
方
の
鉄
を
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
ス
ト
リ
ー
も
想
起
で
き

る
。
あ
る
い
は
萱
谷
釜
屋
敷
で
は
こ
う
し
た
時
期
に

中
園
地
方
の
鉄
を
用
い
て
釜
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
当
地
の
鉱
石
の
亜
鉛
含
有
率
は
鉄
と

ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
り
、
登
り
窯
に
よ
る
真
吹
き
(
酸

化
製
錬
)
の
た
め
酸
化
が
進
み
、
酸
化
鉄
・
酸
化
E

鉛
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
チ
タ

ン
も
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
砂
鉄
製
鉄
に
比
べ
、

よ
り
多
く
の
木
炭
を
要
す
る
還
元
精
錬
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
炭
素
分
の
多
い
銑
鉄
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
地
金
が
硬
く
錆
び
に
く
い
要
因
は
こ
の
辺
り

に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
当
地
の
鉱
石
を
破

砕
し
た
面
を
放
置
し
て
お
く
と
破
断
面
全
体
に
白
い

粉
吹
い
た
錆
が
現
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は

長
野
の
云
う
五
分
市
釜
の
肌
の
特
徴
に
通
ず
る
。
「
理

化
学
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
酸
化

E
鉛
は
軽
い
白
色
粉

末
で
、
太
陽
光
で
燐
光
を
発
し
、
陰
極
線
・
陽
極
線

な
ど
で
は
緑
色
、
紫
色
な
ど
を
発
光
す
る
o
」
と
あ

る。
よ
っ
て
「
越
前
芦
屋
釜
は
尻
が
重
く
て
地
金
が
硬

く
錆
び
難
い
の
で
丈
夫
で
長
持
ち
」
の
特
徴
は
、
銀

精
製
の
副
産
物
の
鋳
鋼
に
近
い
炭
素
分
の
多
い
素
材

を
用
い
た
た
め
、
硬
く
て
錆
に
く
い
も
の
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
断
定
的
な
こ
と
が
言

え
る
段
階
で
は
な
い
が
、
長
野
説
・
森
田
説
の
越
前

釜
比
定
の
証
明
に
半
歩
近
づ
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

一
方
、
大
方
の
先
学
が
「
越
前
芦
屋
釜
は
砂
鉄
を

原
料
と
し
た
」
と
し
た
点
は
論
拠
を
明
示
し
て
お
ら

ず
、
筆
者
は
領
き
得
な
い
の
で
あ
る
。

後
書
き

読
み
返
し
て
み
る
と
、
我
な
が
ら
偏
っ
て
い
る
と

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
釜
の
形
状
や
丈
様
を
取

り
上
げ
て
い
な
い
。
著
作
権
の
問
題
も
あ
り
、
わ
ず

ら
わ
し
さ
に
か
ま
け
、
読
者
の
方
に
は
分
か
り
に
く

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
知
り
得
た
図
録
等
は

ほ
と
ん
ど
入
手
し
て
調
べ
た
が
越
前
と
さ
れ
て
い
る
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若
越
郷
土
研
究

四
十
七
巻
四
・
五
合
併
号

74 

釜
は
丁
度
川
口
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
大
名
物
の
油

屋
釜
な
ど
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
。
多
く
の
秀
作
の

越
前
釜
は
中
央
へ
旅
立
っ
て
行
っ
た
の
だ
。
里
帰
り

を
果
た
し
て
や
り
た
い
も
の
だ
。

尚
、
本
論
は
森
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
故
森
田
藤
則
氏
の
ご
子
息
森
田
俊
太

郎
氏
よ
り
閲
覧
と
引
用
の
同
音
却
を
得
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
こ
こ
に
謝
辞
の
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

川
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
7

由
緒
鋳
物
師
人
名
録

-
u
N
ま

ω茶
道
全
集
8

器
物
編
2

茶
釜
の
歴
史
回
以
凶
凶
甲

例
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
竹
越
前
に
お
け
る
法

華
信
仰
の
展
開
(
敦
賀
市
鋳
物
師
地
区
の
小
型
石
造
物
考
)

ωあ
し
や
系
の
釜
釜
の
材
質
司
・
ζ

川
越
前
文
化
第
6
号

越

前

釜

1

回以竺

例
茶
の
湯
釜
茶
の
湯
釜
の
知
識
玄
品

間
山
鹿
田
屋
遺
跡
出
土
製
鉄
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調
査
官
ど

倒
考
古
学
と
自
然
科
学
第
初
号
鉄
浮
の
成
分
分
析
か
ら

み
た
わ
が
国
古
代
の
製
鉄
技
術
官
三
砂
鉄
製
鉄
で

C
C

を
意
図
的
に
投
入
し
、
目
の
還
元
除
去
を
行
っ
て
い
た
事

例
を
報
告
し
て
い
る
。
古
代
の
茨
城
・
福
島
遺
跡
の
事
例

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
技
術
は
流
通
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
し
。

川
間
茶
釜
の
旅
茶
釜
の
参
考
文
献
唱
。

M
S
I
S
-

同
福
井
県
丹
生
郡
常
盤
郷
土
誌
金
谷
鋳
物
問
集
落
の
研
究

-
U

同
筆
者
は
金
谷
集
落
よ
り
東
南
方
向
約

m
mに
あ

る
溜
池
付
近
(
比
字
・
鎌
畔
)
褐
鉄
鉱
片
と
砂
鉄
を
採
集

し
た
。
ま
た
ロ
字
・
宮
の
下
で
鋳
物
浮
を
採
集
し
た
。
こ

の
鋳
物
淳
中
に
は
泥
塊
状
の
紅
柄
(
酸
化
鉄
)
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
良
質
な
原
料
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る

ω下
文
室
の
山
本
興
右
衛
門
氏
談
「
戦
中
ま
で
唐
木
鉱
山
に

勤
務
し
た
。
当
時
、
下
直
谷
は
休
鉱
と
な
っ
て
い
た
が
調

査
の
た
め
ト
ロ
ッ
コ
で
坑
内
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
」
そ

の
他
、
当
地
の
鉱
山
事
情
に
詳
し
く
、
色
々
教
一
不
を
頂
い

た。
ω下
文
{
至
の
坂
永
甚
兵
衛
氏
談
「
下
文
室
は
石
上
村
と
称
し

て
い
た
が
、
秋
良
谷
七
人
衆
は
こ
の
村
の
草
分
け
と
聞
い

て
い
る
。
山
口
九
兵
衛
、
宮
本
新
左
衛
門
、
大
永
仁
兵
衛
、

山
下
甚
右
衛
門
、
坂
永
甚
兵
衛
、
山
本
興
右
衛
門
、
口
口

勘
兵
衛
の
七
家
で
あ
る
。
以
上
と
は
別
の
家
系
の
山
口
勘

左
衛
門
は
約
六
百
年
前
に
鉱
山
技
師
と
し
て
当
地
に
赴
任

し
定
住
し
た
。
こ
の
家
の
み
は
時
宗
府
中
称
名
寺
の
檀
家

で
あ
る
。
以
上
の
各
家
は
秋
良
火
口
の
谷
口
に
居
を
構
え
て

い
た
。
ま
た
秋
良
谷
に
あ
る
神
明
神
社
(
明
治
期
に
五
皇

神
社
に
合
記
)
は
石
上
村
の
氏
神
で
あ
る
」

側
鉱
山
の
歴
史
近
世
の
鉱
業
鉱
山
の
生
産
組
織
司
可
。

凶
日
本
鉱
業
史
要
古
代
に
於
け
る
鉱
山
技
術
の
研
究
銀

銅
の
古
代
製
錬
法

-u
・3
対
馬
の
佐
須
・
安
田
鉱
山
は

方
鉛
鉱
・
閃
亜
鉛
鉱
磁
硫
鉄
鉱
で
あ
り
、
古
代
製
錬
法

と
し
て
酸
化
熔
焼
法
に
よ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
日
野
山

系
の
鉱
石
と
類
似
し
て
お
り
参
考
に
し
た
。

同
続
日
本
鉱
山
史
の
研
究
越
前
堀
名
銀
山
堀
名
分
銀
山

之
図
日
u
M
M品

M
M
南
条
町
一
一
路
村
の
歴
史
と
人
鋳
物
師

-vSN

制
前
掲
川
山
田
Y
豆
か
ん
ら
ん
石
の
液
体
は
比
重
が
軽
い
の
で

湯
上
に
浮
上
し
、
炉
内
の
温
度
安
定
化
や
鉄
の
酸
化
防
止

の
効
果
が
あ
る
。
ま
た
鉄
を
品
出
さ
せ
る
た
め
の
温
度
・

酸
素
分
庄
の
適
正
条
件
と
し
て
液
状
化
し
た
鉱
浮
が
目
安

と
な
る
。
こ
う
し
た
技
術
的
意
義
を
熟
知
し
て
い
た
工
人

の
存
在
が
伺
え
る
。

同
前
掲
川
何
回

u
g
l
S
福
井
県
の
砂
鉄
は
チ
タ
ン
含
有
塩
基

性
砂
鉄
で
あ
り
、
こ
の
製
錬
浮
に
は
日

i
ω
%
程
度
の
酸

化
チ
タ
ン
が
含
ま
れ
、
岩
鉄
製
錬
淳
の

U
i
M
%
と
大
き

な
開
き
が
あ
る
。

同
州
鋳
物
師
史
稿
松
村
家
由
緒
書
て
お

側
福
井
県
史
資
料
編
2

中

世

官

民

∞

「

真

柄

保

在

今
南
西
郡
内
四
至
束
限
郡
境
井
南
原
路
」
と
あ
る
。

制
岡
本
村
史
史
料
編
大
滝
神
社
文
書
官
出
品
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越前釜の掲載一覧表 数字は著作物の図版番号 0:越前比定 ×・越前否定 ム:参考記事アリ

書 経 名 |所名持物名寄華 新湯撰華茶図之録

ふ鵠
あしや系の韮

余之湯 茶名 之湯 d越t之前湯。釜伊全勢集 茶名の品湯図録釜 茶道具炭の道世界 茶の湯

需
韮の茶研の揚 茶の湯釜

韮原平成田と 一卦9物敏年

茶全道集美術韮 茶日本湯の美市量 百図州蔵帳鑑 茶の湯釜

謹蓮
越前前釜文私化越考 越越前前韮文(2化) 五分越市前詰茶物師

措岡声屋師島韮、美轟名術品岡描地展同日目協日:回初7芸展6ふ且C年展血のの釜 釜図録 韮具 釜入門 韮究 と韮

葬者
者 西村道冶 香取秀真 長野i主志 長野垣志 長野謹志 長野恋志 長野姪志 長野裕 細見古香曜 細見古香竜 細見古香竜 蔵田蔵 鈴木友也 白崎秀雄 根来茂回 森田藤則 森田藤則 森田藤則

述 年 万禄13年 昭和 8年 昭和28年 昭和32年 開和41年 昭和45年 昭和48年 昭和50年 平成12年 昭和41i 昭和45年 昭和49年 昭和45年 昭和48年 昭和50年 昭和55年 昭和46年 昭和47年 昭和49年 昭和54年
{午 ~ù. 鋳物師五分 l 五分市鋳物師
華

釜分類整理表
l 釜形状の輪口・立口は甑口とした。
2.表中の文字は下記の頭文字を取った。

!状・平釜文福尾垂肩街総口面取羽笹j

韻付百張仕付獅子 羽 一 文 字 鈍;J:J 打欠
底.平成丸底織部底 足。=足

韮の形犬地 寸 底 也
盲昨臣口也 也戸雨 ヨ足

形釜 ( ー一 ) 

抽E量罰付眠 。
油産量古程前E甘 。 015 ×芦屋 解説国産地E十ン
鶴 首 046 
J¥ 角 047 X22古戸屋 l回産地名十ン
文 福茶釜応 01 ム記述アリ

0平 。 。 .610 。
。 。 大山首í-'~i*iめ(件取，;ìD

。尾 。 。 。 。ノ「良也!f悼めIrr且ll附は内側め)

0文 常 。 出似~!;~. k~t川IMI
松竹梅の図 01 03 023 02 。 。 。 。
松竹梅の図 02 05 。 。 。 。
|龍の図 03 。尾 。 。 。 。

萩 真 形 04 。 。 。 。
松 t障の図 真 形 次 05 。 。 +止 。
松守梅の図 瓶口 郎 06 011 04 024 03 。 。 。 。 0敦l'jl

梅 竹の図 真 形 e， 07 。 。 。 。
素 平くも 保 08 平 。 。 。

甑 口 ~~ 日l 02 
梅竹の図真形 時 01Q 03 01 

。羽 。 。 。
。 。 。 。 。

設 J直 志 011 011 Kコ 。 。 。 。

四君子の図 012 。 。 。 。
玉川華(山吹竪 013 05 09 。 。 。 。 。
桜の 凶 平 014 平O 1:1:10 
、 015 014 0解説図 。円解説園田 III産地名ナン 。 j茎O 。 。

松梅 016 。 。 。 。

笹E 017 X21石見 0解説図 079 。 。 。 。

松 018 017 。 。 。 。
木4ド古 019 
桐 020 018 

O羽 。 。 。
尾 O 桐 。 01*炉革(今立町上f十)

桜 021 082 。 。 竹 O
首回 022 。 。 4主 。

雲 023 。 。 。 。

、 024 011 06 。屑 。 。 O平 武生市主{上

松 01 02 。 。 。 。 。
昏1抗 官 式守とし子 04 。 。 。 。

松竹梅の図 06 。 。 。 。

松梅の 図 手銭白郎 07 。 。 。 。

鶴 の図 07 08 。 。 。 。

松竹梅の園 010 06 010 。 。 。 。

議 梅園英 勝 012 。 。 。 。

1誼 013 。 。 。 。

寂 在 宮村太七日目 014 。 。 。 。

鶴 首 015 "" 兎 0 J王国浄土l相iめ(長田'説)
松竹梅の図 真形釜 016 。 。 。 。

平 北瓜宗 甫 018 平 。 。

梅花 の図 019 平 O 。 。 。

松竹梅の図 上野堪 郎 020 。 。 。 。

梅竹仰の悶 梅園英 勝 021 。 。 。 。

松竹梅の図 〈 022 繰 O 01 1.6 。 。

梅竹の図 02 025 平 O 。 。

松竹梅の図 高野光正 026 。 。 。 。 。敦i~l
松竹梅の図 水井淳郎 027 04 。 。 。 。 。 敦tl
主主 宵 星野晶 慶 028 。 。 。 。 敦l~l か
~主 029 。 。 松 0
梅竹 030 。 。 。 。 泣1'1
桐 i1;j 031 。 尾 010 。敦賀
葡荷 ヨ長 08 。 。 。 。

甑口 文韮 051 。 。 。 。 。

桜地 昧韮同 林 030 031 011 02 平O 。 。

fiに 形 韮 松:I琴助 013 075 
竹崎 形韮 柳 氏 015 029 076.77 032.76 09 X58芦屋 01 

。 。 。 。
。 尾 010 。

竹林 jfj益 078 010 110産地f】ナン 04 。 。 。 。

肩寂 形 藷 0解説図 0解説図32 。 。 。 。

平 釜 。 平 。 。

荘竹 梅 甑口尾垂韮 。 0尾 。 。 。

結;
。
。

城福寺 0挿4 0挿4 OI<H 
城福寺 。ili4 014'4 0挿4

0形態説明
主語接 寺 。

猪飼全あ 。 X19 
05 

。 。 。 。
。 。 j~1 。
。 。 1i且t 0織
。 。 市 0織
。 。 。

屑 010 0織 上真柄字悟間出土寄贈品
。 。 。 。 0鯖江fliiEii

。 。 。 。

薮主 真形釜 01 014 。 。 。 。 1L 室町期

素丈 真市形i韮森 目IJ 015 
梅t'r文真形韮( 定)弘 01 03 016 01 
素丈 宜形韮森 02 02 

。 。 。 1L 
。 。 。 。 品世
。 。 。 織 桃山知

素丈 甑口蓋 03 。 。 。 文字湯口

雛菊松竹士釜 04 
級文 真 1出釜 02 

。 。。 。 丸
。 。 。 。 丸 今、7町八石出土釜

議士真甘b 釜 03 。 。 。 。丸
04 。 。 。 。 1L 
05 。 。 。 。 丸
06 。 。 。 。 織
07 。 。 。 。 拍車

08 。 。 。 。 丸
09 文 010 。 織
010 文 O 獅 O 枯弘 青銅
012 。 肩 010 0織

01 07 。 1~' 。 南北朝期
02 08 。 常 。 江戸初期
04 。 。 。 平

韓
05 
07 
08 
09 
010 
012 
X11 

03 

。 。 。 。 品世
丸O 常 O 織
面 常 0織

0丸O 首i 0織ー
。 。 。 。 織
。 。 獅O 祐弘
。 。 獅O 織ー

。 常 。 桃山~江戸期

芦屋 系 足益 04 
芦屋長 足韮 05 
芦原 足革 6 

。 。 首 。 江戸期
。 7嵩 。 江戸期
。 。 市 。 江戸期
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参考文献一覧表

釜関係

池
田
越
前
芦
屋
釜
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

汁;~Il: 事昧 名 主; 拡 名 若 者 売れ年月 出 h'lJ' 千士

万宝全書 炉釜之音11 古 今 和 漢 諸 道具見知抄 z禄 7年

茶家酔古集 釜之図 嘉永 5年

茶道室蹄 詩 作 者 の 部 ー 釜 形 之 耕 稲垣休史 文化13年

釜形写絵図 木津 辰 大正15年 12月 東谷龍堂

新撰茶之湯釜図揖 香取秀其 昭和 8年 12月 宝雲舎

茶道全集博物 細 2 茶去最の歴史 香取秀真 昭和11年 5月 自IフE社

統金工史談 茶の 湯釜 のこ と 香取秀真 昭和18年 6月 桜占居

茶の湯釜図録 名越昌平I[ 昭和 2年

宮正午会

茶の湯釜 細川昌者 昭和 6年 3月

茶湯釜 高津 満 昭和14年 12月

釜のiiJf究 木下桂風 昭和12年 7月

釜厩史と鑑賞 木下桂風 昭和28年 6月

茶の湯華研究 加藤逸庵

茶道文庫 釜 j川脳喝 昭和13年 9月

新倍茶道全集 釜の作行 大西刊f 昭和田年12月 創元社

あしゃの釜 長野 昭和周年 5月 使和j堂

天命の釜 長町姪志 昭和29年 11月 便利堂

あしや系の釜 長野塩志 昭手口32玉手11月 便利堂

茶之湯の釜 長野垣志 昭和41年 9月 書り毎F晶司1'.

茶之i岳名釜図録 長野垣志 昭和45年 6月 大塚工芸社

茶之湯釜名品図録 長野垣志 昭和田年 9月 大塚工芸社

茶之湯量産全集 越同リ 伊勢 長野塩志 昭和48年 9月 段々堂

人間国宝シリ ズ 27 長野姪志茶の湯釜 昭和田年 2月 ~iYj討E干上

茶の湯釜入門 細見古香庵 昭和41年 9月 i良迅i干土

主主 茶の湯主主の研究 細見古香庵 昭和45年 1月 部!i虫干士

茶の湯釜 細見古香庵 昭和49年 8月 M剖J.I閉

名釜と茶器 昭和45年 10月 石川県美術館

量一
芦屋 釜私 考( 上下 ) 保坂 ~ß 昭和田年11.12月 朝日新聞社

集 10 釜 蔵間 蔵 昭和45年 8月 淡交社

No. 89 茶湯釜 鈴木友也 昭和48年 10月 豆文堂

鑑渇韮のできるまで 角谷 圭 昭和49年 3月 ナニワキ士

白崎秀雄 昭和田年月 歴史図書社

前田幸次

韓
芸州堂

棋来茂昌 理工学社

細見コレクション 釜と持物 原田 敏 茶道資料館(民都)

茶道具の世界 8 韮炭 道具 長野 裕 淡交社

日本の美術 No. 411 茶湯釜戸屋と天命 原田 敏 至文

茶器釜展出品目録 岡 島

芦屋釜名品展 向 島

越川文化第4号 越 H【j釜私考 森田藤則 越前 の会

越前文化第 6号 越前釜(-) 森田藤則 越目'J文化の会

越削文化第 7号 越 前 釜 ( = ) 森田疎開l 昭和47年 6月 越前文化の会

白山比昨神社蔵の銅茶釜のがf造 年代 蒔田藤則 昭 和47年 6月 越前文化の会

武生市史民情編 五 分 市 鋳 物 師 と 越 刷 茶釜 森田膝則 昭 和49年 3月 武生市

たけふの工芸展 昭和田年10月 武生市

芦屋釜展 平成 3年 8月 福岡県芦屋町

平成 7年 10月 福岡県芦屋町

は|日芦当昔f越屋医早釜文町家鋳芸文の物図化錦長業調時査歴報告書第 7~ 筑前金屋遺跡 平成 8年 3月 福岡県芦陵町

調査 報告 書 新保佐治平 昭 和19年 7月 武生鋳工所

時物師緊落 杉本 寿 日召手021壬ド 7月

民林経済学研第11輯 鋳物師W!落 の 研 究 杉本 寿 昭 和24年 福井大学

福井県丹生郡常盤郷土誌 金 谷 掛 物 師 集 落 の 研 究 国兼 栄 昭和32年 9月

ゆきのした通巻127号 えこえこらσコう犬こ 昭和43年 6月 ゆきのした文芸会

福井県鋳物史詰 藤本留男 昭和44年 10月

越削文化第 2号

議一
坪谷冗郎 昭和45年 7月 越削文化の会

越前文化第4号 関係:史料(=) 坪谷フ巳郎 昭 和46年 2月 越前文化の会

京民国止博物館紀要第 7号 名録 村内政雄 昭和47年 3月

若越郷土研究 23-1 考(-) 森田藤則 昭和51年 1月

南条町誌 昭和51年 3月 南条町

松岡町史上巻 芝陣、の鋳物師 野村英 昭和田年 3月 本公岡町

鋳物師集落史 池田制七 B百平日 53~qk 敦賀市掛物帥町

ふるさと!床真野 斉藤槻堂 昭和田年3月

五世 敬治 昭和57年 11月

名古屋大戸 H百手口58:if戸 9月 法政大学出版部轟i …門

昭和60年 6月 主士賀市

松村文;;1: 昭和61年 3月 1'M.;I-H'R-
仁.:l JII ~l、 司去 四百手t161.i:J三4月 i!IRi革出l旺千土

西尾鮭次郎 昭和18年 8月 卜オ~.出j抵音E

小葉田神: 昭和31年 7月 至文堂

する研究 石川恒太郎 H日手1]34年 9月 角川書宿

明治削白木鉱業技術発達史 日本学士院 昭和57年 12月 臨日卜;Ji:/吉

日本製鉄史論集 たたら研究会 H百手口58::fp12月

考古学と自然科学 第20号 鉄棒の成分分析からみた 我国古代製鉄技術 高塚秀治桂敬 昭和63年 3月 同朋舎出版

和銅博物館総合案内 和銅博物館 平 f此13年 5月 和銅博物館

福井県鉱物誌 市 }II 来「 本公 昭和 8年 9月

福井県南条 処誌北拙山村 m~業鉱業 昭和 9年 5月

一井金属修 I「軍ヲE 第 5 6 号 越 H'J堀 名 銀 山 に つ い て上下 ノj、業田淳 昭和46年4，11月 井金属鉱業

日本鉱山史 ノj、民主田淳 昭和43年 5月 岩波書庖

続日本鉱 の『リT究 小業田博 昭和61年 12月 岩波-1':自

昭和45年度 報告71-3

飛騨支代出金お岩製津け鉄町ると採古史そ取代のに経古鉄附代情す生製産的る価鉄調制査関研連泣究物

コミ木謙 日百手口46f!主 3月 金経済大経済開発研

昭和47年度研究報告 北陸古 吉岡金 昭和48年 3月 金経前大経消開発研

福升県 の金属学的調査 大洋正巳 昭和61年 3月

北陸に 関 ?白 イ也 昭和64年 3月

若 学 福井県北部会図町福良海岸の更新lli砂鉄層の紹介 安問敏勝 昭和48年 3月

干高 津地方の製鉄祉群 福升考古宇研究会 H百平日46年 5月

ま雪 研究16-3 古越I'JIJ製鉄黛の研究 早制良規 昭和46年 5月

若 研究17-3 古代製鉄窯の技術的研究 早期艮規 日目手口47三ド 5月

い← 史の概要(レジメ) 早揃艮規 平成 3年 10月 金津町中央公民館

~，m 2号地古 1. 2号製鉄炉発掘調査報 昭和47年 3月 福升県教育委員会

金 査概要 経岡向山製鉄泣刷 平成 7年 3月 金津町教育委員会

古 坂本浩太郎 平成11年 11月 JJn，也たたら引ijf究会

越 l"i )1' f女Jl'i"l: 昭和17年 10月 新農林山版

4皇 前 武生 の打 刃物 背副~ }，fr 造 昭和61年 3月

怯 1 昭和42年 3月 松岡町

第 5号 南越の鰐口資料(-) 森田藤則 昭和46年 6月 越 11【J文化の会

7 ン 剰水田に閲する研究 寺島利夫 昭和48年 3月

芦屋町文化財調査報告、It:第 51長 山鹿田屋遺跡 平成 6年 3月

福福消市国商持中立岡允事県光歴声芦寺寺史屋震内民ゴ百J教悟川文了学学博一物研研← j 
芦屋町文化財調査報告古第104長 金台寺過去帳 平成立年3月

時宗末寺帳 大橋俊雄 昭和40年 4月

時宗過去帳 大橋俊雄 昭和39年 6月

国立歴史民俗博物館研究報告77 越同リにおける法華信仰の展開 古川克也 平成11年 3月

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




